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公園で遊ぶ親子（匂ヶ崎公園、４月１日撮影）

P ２　平成30年度 舞鶴市の予算

P ６　シリーズ「市政の今」特別編

　　　これまでの歩みを振り返る

　　　～「安心」の視点から～

P24　新連載「ウオッチグッドカンパニー」
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舞
鶴
版
・
地
方
創
生
の
目
標
に
掲
げ

る「
交
流
人
口
3
0
0
万
人
・
経
済
人

口
10
万
人
」都
市
・
舞
鶴
の
実
現
に
向

け
、平
成
30
年
度
は
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
総
仕
上
げ
の
年
度
と
位
置

付
け
、こ
れ
ま
で
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
「
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
３
つ
の
重
点
事

項
を「
多
様
な
連
携
」と「
創
意
工
夫
」

で
推
し
進
め
ま
す
。

「
平
成
30
年
度
の
予
算
」
の
歳
出
は

昨
年
の
秋
に
襲
来
し
た
台
風
災
害
へ

の
財
政
支
出
に
加
え
、歳
入
は
固
定
資

産
税
な
ど
の
市
税
収
入
が
減
少
す
る

見
通
し
で
す
。持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
向
け
、経
常
的
な
経
費
の
削
減
・
既

存
事
業
の
見
直
し
な
ど
で
「
歳
入
の

身
の
丈
に
合
っ
た
歳
出
予
算
」や
市
の

借
金
で
あ
る
建
設
地
方
債
の
新
規
発

行
額
を
抑
え「
将
来
世
代
の
負
担
を
軽

減
」ま
た
、
歳
出
の
抑
制
や
新
た
な
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
で
、市
の
貯
金
で

あ
る
「
基
金
の
取
り
崩
し
額
の
抑
制
」

を
行
い
、財
政
規
律
を
働
か
せ
た
健
全

財
政
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。一

方
で
３
つ
の
重
点
事
項
に
関
連

す
る
事
業
に
は
積
極
的
に
予
算
を
配

分
し
「
選
択
と
集
中
」「
分
担
と
連
携
」

に
基
づ
い
た
、め
り
は
り
の
あ
る
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。　

平成 30 年度　舞鶴市の予算
舞鶴版・地方創生の実現に向け、まちづくりの重点事項を「多様な連携」と「創意工夫」によって推進

特別会計 175 億 9,212 万円 前年度との比較 △ 71 億 858 万円
国民健康保険事業会計 82 億 4,351 万円 △ 20 億 9,051 万円
貯木事業会計 103 万円 △ 114 万円
駐車場事業会計 5,097 万円 321 万円
介護保険事業会計 80 億 6,767 万円 △ 4 億 8,163 万円
後期高齢者医療事業会計 12 億 2,894 万円 715 万円

公営企業会計 115 億 4,277 万円 前年度との比較 75 億 6,138 万円
水道事業会計 34 億 8,690 万円 5 億 910 万円
下水道事業会計 70 億 2,190 万円 70 億 2,190 万円
病院事業会計 10 億 3,397 万円 3,038 万円

一般会計 前年度との比較
△ 7 億 2,285 万円338 億 4,800 万円

※当初予算の詳しい内容は
　市ホームページでも紹介。

※平成 30 年度から〔国民健康保険事業〕の財政運営が都道府県
単位化へ移行、さらに、〔簡易水道事業会計〕は水道事業会計に
統合、〔下水道事業会計〕は公営企業化しました。

財産収入、寄付金、
その他交付金など
5億9,603万円

（1.8％）

地方譲与税
2億9,360万円（0.9％）

市税
116億4,570万円

（34.4％）

扶助費
81億円

（23.9％）

人件費
67億5,431万円

（20.0％）

物件費
42億4,086万円

（12.5％）

地方交付税
53億4,400万円

（15.8％）

国庫支出金
47億1,946万円

（13.9％）

補助費
37億4,206万円

    （11.1％）

公債費
34億9,104万円

（10.3％）

繰出金
31億7,877万円

（9.4％）

普通建設事業費
31億3,386万円

（9.3％）

投資及び出資貸付金
9億4,809万円

（2.8％）

維持補修費
2億973万円（0.6％）

積立金・予備費
4,928万円（0.1％）

市債
35億3,090万円
　　　（10.4％）

府支出金
27億4,308万円

（8.1％）

繰入金
15億5,711万円

（4.6％）

地方消費税交付金
14億2,600万円

（4.2％）

諸収入
10億4,784万円（3.1％）

使用料及び手数料
6億1,275万円（1.8％）

分担金及び負担金
3億3,153万円（1.0％）

　

歳　入
総額

338億4,800万円

歳　出
総額

338億4,800万円
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　  『まいづる家』の家計簿

※１億円を「１千円」に例えています。また、（ ）
内は実際の市の予算の歳入・歳出の科目等です。

▪今月のまいづる家は、収入が先月より減少す
る見込みであることから、食費や光熱水費、
家の修繕費などを節約しています。

▪また、まいづる家では医療費をはじめ、子ど
もの教育費や仕送りなどの固定経費が増加し
ており、家計のやりくりに注意が必要です。

　平成 30 年度一般会計の予算約 338 億円
を、月収 33 万８,000 円の「まいづる家」
の家計簿に例えています。

はじめに、平成 30 年度の一般会計の予
算の内容を家計に例えながら分かりやす
く説明します。

今年度の予算では、昨年度の台風災害への基金活用を
考慮し、基金繰入れの抑制に取り組みました。

1

　  まいづる家の『ローン』について2次に、まいづる家のローン（建設地方債の残高）と貯
金（基金）の状況について説明します。

公共施設や道路・河川などの整備を行うための借入れを「建
設地方債」といい、家庭に例えると家の増改築等の費用を補う
ローンのことです。ローンを計画的に活用することで、一度に

多額の支出をすることなく、安定的な家計のやり繰りにつなが
ります。また、長い間使用する公共施設などは将来世代にも公
平に費用を負担してもらうことができます。

　  まいづる家の『貯金』について3

億円

億円

償還額 返済額 発行額 借入額

平成 年度 建設地方債 発行・償還額

返済額＞借入額によって、
ローン残高は減少

災害など予期せぬ支出や税収等収入の減少、公共施
設の整備などに備えた積み立てを「基金」といいます。
これは、家計に例えると貯金のことで、まちづくり
など、将来に向けて必要な投資に活用する一方で、残
高にも留意つつ運営を行っており、現在の基金残高は
75 億円となっています。

（単位：億円）
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建設地方債残高の推移 【決算】

（単位：年度）

平成 29 年度

22 億円
平成 30 年度

16 億円

貯金の取り崩し額を前年度よりも６億円
減らしました（現在の基金残高：75 億円）

自分の給料
（市税、地方交付税など）

186,000円

医療費（扶助費）
81,000円

子どもの教育費や仕送りなど
（繰出金、投資及び貸付金、補助費など）

78,000円

食費（人件費）
68,000円

光熱水費や日用品の購入（物件費）
42,000円

ローンの返済（公債費）
35,000円

家の増改築や修繕費
（建設事業費、維持補修費）33,000円

貯金・その他雑費（積立金・予備費）1,000円

親からの援助（国・府支出金）
75,000円

ローンの借り入れ （市債）35,000円

家賃収入（諸収入、使用料や分担金、
財産収入など）26,000円

貯金の取り崩し（繰入金） 16,000円

収入 支出計 338,000 円
( 一般会計歳入合計 )

計 338,000 円
( 一般会計歳出合計 )



３つの
まちづくり
重点事項を推進

940 万円
舞鶴商工会議所や金融機関などと
連携し、新規創業の促進、活力あ
る事業者の育成や個店の魅力創出
を支援 

3 億 4,221 万円
企業の新規誘致や既存の企業の
建物や設備などの新増設など発
展的な事業を支援

1,513 万円
クルーズ客船寄港・乗客誘致や
寄港時のおもてなし事業など

2,414 万円
本市の観光資源を生かした集
客・観光消費・交流人口の増大
や地域経済の活性化を推進

1,650 万円
地理的表示（ＧＩ）保護制度に
登録された万願寺甘とうの生産
力の向上と消費拡大に取り組む

2 億 8,380 万円
市内幹線道路の（引土境谷線、
和泉通線）の整備

新たな地域消費創造事業

企業誘致実現プロジェクト事業

京都舞鶴港クルーズ推進事業

舞鶴観光ブランドプロモーション戦略事業

万願寺甘とう振興事業

幹線道路整備事業

1,720 万円

240 万円

596 万円

1,296 万円

定住促進（少子化対策）総合
戦略事業

まちなかエリア定住促進
空き家再生事業補助

まちなか暮らし
推進事業

農村移住・交流
促進事業

　「京都舞鶴港」を核とした産業振興、高速交通ネットワー
ク機能の強化、「海の京都観光圏」をはじめとする京都府
北部５市 2 町との連携によるヒト・モノの流れを拡大。

本市への移住定住を促進し、活力ある暮らしやすいま
ちづくりを推進。

移住・定住への取り組み

３. 活力あるまちづくり

1,730 万円

241 万円

687 万円

1,025 万円

赤れんがパーク
賑わい創出事業

赤れんが博物館
情報発信事業

日本遺産
プロモーション事業

歴史文化資産
活用経費

　本市の魅力発信と交流人口拡大につながる明
治 150 年をテーマに記念事業を展開。

「明治150年」 関連事業
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１. 心豊かに暮らせるまちづくり
　豊かな自然、歴史・文化、特色ある教育、充実した子
育て環境などの地域資源を最大限に活かし、「心豊かに暮
らせるまちづくり」を推進。

4,860 万円
旧市民病院跡地は再生可能エネ
ルギーを積極的に取り入れ「市
民の健康増進と多様な賑わいの
拠点」として整備

3 億 750 万円
舞鶴幼稚園と西乳児保育所を集
約し、認定こども園を整備する
とともに乳幼児教育センター機
能を設け乳幼児教育の質を向上
させる

503 万円
教員の負担軽減と部活動の質を
向上させるため知識・技能を有
する指導員を中学校へ配置

947 万円
2020 年東京オリンピック・パラ
リンピックに向けたウズベキスタ
ン事前合宿の受け入れ準備など

100 万円
丹後地方ゆかりの貴重な文化
資料「糸井文庫」の効果的な
活用に取り組む

旧市民病院跡地整備事業

公立認定こども園整備事業

中学校部活動指導員配置事業

スポーツ交流拠点づくり事業

糸井文庫魅力発信事業

主な事業

　少子高齢化の進行や多様化・複雑化する災害への対応
など、時代に即した安心・安全な地域社会の構築に向け
た「安心のまちづくり」を推進。

1,340 万円
公共交通機関の利用料金の一部
を支援し、75 歳以上の高齢者
が外出しやすい環境をつくる 

212 万円
農業分野と福祉分野の連携によ
り障害者などの就労促進と効果
的な事業手法などを調査研究

１億円
地域医療の充実につながる高度
医療機器「内視鏡支援ロボット

『ダビンチ』」の整備を支援

1 億 1,730 万円
浸水被害の解消に向けた安岡地
区水路整備や護岸改修などの河
川整備を実施

[ 浸 水 対 策 事 業 ( 一 般 会
計 )1,640 万円 ]・[ 西地区浸
水対策事業（下水道事業会計）
3,090 万円 ]
西市街地の、府高野川整備計画
と連携したポンプ場整備や東市
街地の浸水区域調査など東西市
街地の浸水対策を推進

4,938 万円
消防ポンプ自動車の更新や消
防団の小型動力ポンプ搬送車
の導入など

高齢者外出支援事業

農福連携推進事業

「選択と集中、分担と連携」推進事業費補助

河川整備事業

浸水対策事業

消防施設整備事業

２. 安心のまちづくり

ペットボトル等分別収集モデル事業 36 万円
リサイクルプラザ施設改修事業 6,128 万円

「交流人口300万人、経済人口10万人」都市・舞鶴の実現に向けた
心豊かに暮らせるまちづくり、安心のまちづくり、活力あるまちづくり主な事業

特 集

ごみの減量化・資源化の推進
と最終処分場の長寿命化のた
め、ペットボトルの単独分別
収集などのモデル事業と、そ
れに対応したリサイクルプラ
ザの設備改修を実施
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▪
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
期
総
合
計
画
策
定
の
柱
の一つ
で
あ
る「
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
」で
は
、局
地
化
、複
雑
化
す
る
災
害

へ
の
対
応
、少
子
高
齢
化
や
新
た
な
健
康
リ
ス
クへ

の
対
応
な
ど
、時
代
に
合
わ
せ
、誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。上
下
水
道
、道
路
、交
通
な
ど
の
都
市
基
盤
の
整

備
や
医
療・福
祉
を
充
実
さ
せ
る
た
め
国
や
府
、関

係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、さ
ら
な
る
安
全・安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
てい
ま
す
。

▪
総
合
計
画
に
基
づ
い
た

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
・
進
捗
状
況

【
治
水
対
策
・
浸
水
対
策
】

　
昨
年
10
月
に
来
襲
し
た
台
風
21
号
に
お
い
て
、由

良
川
流
域
で
は
、輪
中
堤
な
ど
の
整
備
効
果
で
被
害

が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
が
、東
・
西
市
街
地
は
多
く
の

浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。今
年
度
か
ら
浸
水
対

策
担
当
課
長
を
上
下
水
道
部
に
新
設
し
、浸
水
対

策
を
強
化
し
ま
す
。西
市
街
地
で
は
京
都
府
と
連
携

し
、高
野
川
改
修
や
内
水
排
水
ポ
ン
プ
の
整
備
に
取

り
組
み
、東
市
街
地
で
は
、浸
水
発
生
の
原
因
を
調

査・解
析
し
てい
き
ま
す
。

【
自
然
災
害
・
原
子
力
災
害
対
策
】

　
風
水
害
、地
震・津
波
、原
子
力
災
害
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
危
機
事
象
を
想
定
し「
自
助・共
助・公
助
」

の
３
つ
の
視
点
か
ら
防
災・減
災
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。各
種
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
や
原
子
力
災
害
時

住
民
避
難
計
画（
概
要
版
）の
配
布
、各
種
要
望
に
応

じ
た
出
前
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、防
災
関

係
機
関
と
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
訓
練
を
実

施
し
てい
ま
す
。

【
消
防
防
災
体
制
】

　
防
災
力
の
向
上
や
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
で
、

火
災・救
急
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
な

ど
の
危
機
事
象
に
対
応
す
る
力
を
強
化
し
て
い
ま

す
。ま
た
、複
雑・多
様
化
、大
規
模
化
す
る
災
害
に

対
応
で
き
る
よ
う
、消
防
車
両
な
ど
を
更
新
し
、高

機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。さ
ら

に
、複
雑・多
様
化
す
る
救
急・救
助
の
ニ
ー
ズ
に
対

No.54

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る

～
「
安
心
」
の
視
点
か
ら  

～

シリーズ

次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
④

特別編

次
期
総
合
計
画
策
定
ま
で
を
、
年
間
を
通
し
て
お
伝
え

す
る
「
シ
リ
ー
ズ 

市
政
の
『
今
』
特
別
編
」。
今
回
は

現
在
の
総
合
計
画
の
中
か
ら
「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
分
野
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
そ
の
進
捗
状
況
な
ど

を
振
り
返
り
ま
す
。

由良川流域の輪中堤（志高地区）

高機能消防指令システムの構築地域支えあいサポーター養成講座の様子

舞鶴警察署と安全・安心まちづくり協定を締結

2018 広報まいづる 5月号 6



努
め
、持
続
可
能
な
医
療
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

【
地
域
福
祉
の
充
実
】

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
な
ど
に
よ
り
人
間

関
係
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
る
社
会
情
勢
の
も
と
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。共
助
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動

を
行
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、介
護
な

ど
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
見
守
り・支
え
あ
う

「
地
域
支
え
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
し
て
い
ま

す
。ま
た
、認
知
症
や
知
的
障
害
、精
神
障
害
な
ど
で

日
常
生
活
上
の
判
断
や
契
約
、財
産
管
理
な
ど
が
困

難
な
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る「
成
年
後
見
制
度
」

に
関
す
る
相
談・利
用
支
援
を
行
う「
舞
鶴
市
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
す
る
な
ど
、地
域
と
と

も
に
見
守
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
でい
ま
す
。

【
上
下
水
道
事
業
】

　
上
下
水
道
は
、市
民
生
活
や
産
業・経
済
活
動
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。そ
の
た

め
、水
道
事
業
で
は「
未
来
に
つ
な
ぐ
安
心
で
安
全

な
水
の
安
定
供
給
」を
経
営
理
念
と
し
て
、水
需
要

を
見
据
え
た
施
設
の
効
率
化
や
災
害への
備
え
の
た

め
、主
要
な
浄
水
場
や
管
路
の
耐
震
化
を
計
画
的
に

進
め
て
い
ま
す
。一方
、下
水
道
事
業
で
は「
水
環
境
の

保
全
と
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
」を
基
本
理
念

と
し
て
、平
成
32
年
度
中
に
水
洗
化
を
希
望
さ
れ
る

全
て
の
市
民
が
水
洗
化
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、処

理
区
域
の
拡
大
を
進
め
てい
き
ま
す
。

　京都市出身で30代の時にラジオ関連の仕
事に転職しました。２年間のアメリカ留学でラジ
オについて学び、帰国後は「京都三条ラジオカ
フェ」の立ち上げに携わりました。その後、縁あっ
て、「FMまいづる」の立ち上げに関わることとな
り、現在は、舞鶴市で「FMまいづるジェネラルマ
ネージャー」として地域に根ざしたメディアを目指
して日々、情報発信を行っています。
　もともと舞鶴にはなかったコミュニティラジオは
新しい情報伝達手段としてさまざまな可能性を

総合計画審議会委員に聞きました

秘めていると考えています。最近では、毎年のように災害が発生している中、「安心
のまちづくり」を進めるためには、このような災害時に正確な情報を確実に市民に伝
えられる、市民自らが情報を発信し、共有できる体制を整えることが大切です。審議
会委員として安心のまちづくりを進めるためには何が必要かを考え、またどのように
市民に情報発信を行うのか。これらを総合計画に反映させるよう検討することが審
議会で私に求められている役割ではないかと思います。

「FMまいづる」ジェネラルマネージャー
　　　　　　　時岡　浩二　さん

送水管設置作業の様子（上福井浄水場）

舞鶴市休日急病診療所

応
す
る
た
め
、高
度
な
知
識
、技
術
の
習
得
、救
急
救

命
士
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
専
門
性
の
高
い
職
員

を
育
成
し
てい
き
ま
す
。

【
防
犯
対
策
・
交
通
安
全
対
策
】

　
平
成
28
年
８
月
に
舞
鶴
警
察
署
と「
安
全・安
心

ま
ち
づ
く
り
協
定
」を
締
結
。相
互
連
携
を
強
化
し

て
、犯
罪・交
通
事
故
な
ど
の
な
い
安
全・安
心
な
地

域
社
会
構
築
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、犯
罪
抑
止
効
果
の
高

い
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
、タ
ク
シ
ー
会
社
の

協
力
の
も
と
、ド
ラ
イ
ブ
レコ
ー
ダ
ー
を
動
く
防
犯
カ

メ
ラ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
防
犯
体
制
を
強
化
。

ま
た
、通
学
路
や
生
活
道
路
の
交
通
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、区
域
を
定
め
て
車
の
速
度
を
時
速
30
㌔
に

制
限
す
る「
ゾ
ー
ン
30
」の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
地
域
医
療
の
充
実
】

　
新
た
な「
京
都
府
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画
」

（
平
成
24
年
3
月
改
訂
）に
基
づ
き
、医
療
機
能
の

「
選
択
と
集
中・分
担
と
連
携
」の
考
え
の
も
と
、公

的
３
病
院
の
特
色
あ
る
診
療
機
能
の
セ
ン
タ
ー
化
や

過
剰
病
床
の
削
減
、舞
鶴
市
民
病
院
の
医
療
療
養
型

病
床への
特
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、舞

鶴
市
休
日
急
病
診
療
所
を
開
設
し
、一次
救
急（
内

科
）を
担
い
ま
す
。ま
た
、輪
番
を
担
う
公
的
病
院
と

も
連
携
し
、救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

し
た
。今
後
も「
選
択
と
集
中・分
担
と
連
携
」を
さ

ら
に
進
め
、公
的
４
病
院
の
連
携
に
よ
り
、市
全
体
で

地
域
医
療
が
機
能
す
る
体
制
を
確
保
し
、魅
力
あ
る

医
療
環
境
の
創
出
に
よ
り
、若
手
医
師
の
確
保
に
も

7



連 載

2018 広報まいづる 5月号 8

　

組
織
改
編
な
ど

　
平
成
30
年
度
は
11
公
室
・
部
、
12
室
、

56
課
で
組
織
を
運
営
。
組
織
改
編
の
概
要

は
次
の
と
お
り
。

▪
「
移
住
・
定
住
促
進
本
部
」
と
「
移
住
・

定
住
促
進
課
」
の
新
設

　
庁
内
の
担
当
部
署
が
情
報
を
共
有
し
、
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
「
移
住
・
定
住
の
各
施

策
」
を
推
進
す
る
た
め
、
全
庁
的
な
組
織
と

し
て
、
移
住
・
定
住
促
進
本
部
（
関
係
課
に

本
部
員
を
配
置
）
を
設
置
。
併
せ
て
、
政
策

推
進
部
に 

移
住
・
定
住
促
進
課
を
設
置
し
、

迅
速
か
つ
戦
略
的
に
「
舞
鶴
を
知
っ
て
も
ら

い
、
移
住
先
と
し
て
選
ん
で
も
ら
い
、
実
際

に
住
ん
で
も
ら
い
、
舞
鶴
の
良
さ
を
市
外
へ

広
げ
て
も
ら
う
」
と
い
う
本
市
の
「
移
住
・

定
住
の
各
施
策
」
を
推
し
進
め
る
。

▪
「
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
」
の
新
設

　
市
が
保
有
す
る
施
設
は
、
各
部
局
で
施

設
ご
と
に
整
備
計
画
や
修
繕
計
画
を
策
定

し
て
き
た
が
、
施
設
間
の
整
合
性
が
十
分

で
な
か
っ
た
た
め
、
新
た
に
総
務
部
に
資

産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
を
設
置
。
施
設

の
「
営
繕
（
計
画
的
保
全
、
長
寿
命
化
対

策
）」
を
一
括
し
て
行
い
「
施
設
経
費
の

最
少
化
」
と
「
施
設
効
用
の
最
大
化
」
に

取
り
組
む
。

▪
「
２
０
２
０
東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

推
進
本
部
」
の
新
設

　
引
き
揚
げ
の
歴
史
を
縁
と
す
る
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
と
の
交
流
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に

お
い
て
、東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
向
け
、

レ
ス
リ
ン
グ
、
柔
道
競
技
の
事
前
合
宿
の
受

け
入
れ
準
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
、
持
続
性
の
あ
る
市

民
、
文
化
、
観
光
交
流
、
さ
ら
に
将
来
的
に

は
経
済
交
流
へ
と
発
展
さ
せ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
、
全
庁
的
な
組
織
と
し
て
、
２
０
２
０

東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
本
部
（
関
係

課
に
本
部
員
を
配
置
）
を
設
置
。
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
と
の
交
流
を
総
合
的
に
推
し
進
め

る
。

▪
「
下
水
道
事
業
」
の
地
方
公
営
企
業
化

　
水
道
事
業
に
加
え
、
下
水
道
事
業
で
も
、

地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
（
民
間
企
業
の

会
計
基
準
と
同
様
の
公
営
企
業
会
計
を
導

入
）
し
た
事
業
運
営
を
行
い
「
経
営
基
盤

の
強
化
」と「
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
」

に
努
め
る
。

▪
「
浸
水
対
策
担
当
課
長
」
の
新
設

　
昨
年
の
台
風
21
号
に
よ
り
、
東
西
市
街

地
で
道
路
冠
水
や
家
屋
の
床
上
、
床
下
浸

水
被
害
が
多
数
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

西
市
街
地
は
も
と
よ
り
、
東
市
街
地
で
も
、

浸
水
の
発
生
原
因
を
調
査
分
析
し
「
浸
水

対
策
の
強
化
」
に
取
り
組
む
。

　

部
課
長
の
異
動

　
異
動
の
規
模
は
職
員
８
３
１
人
中
２
３

８
人
。
平
成
29
年
度
の
退
職
者
は
39
人
、

平
成
30
年
度
の
採
用
者
は
28
人
。
職
員
総

数
は
８
４
２
人
か
ら
８
３
１
人
へ
、
11
人

の
減
。
女
性
職
員
の
割
合
は
39
・
２
㌫
、

係
長
に
女
性
が
占
め
る
割
合
は
34
・
２
㌫
、

管
理
職
に
女
性
が
占
め
る
割
合
は
15
・
２

㌫
（
い
ず
れ
も
病
院
と
消
防
を
除
く
）。

▽
産
業
振
興
部
長
（
教
育
振
興
部
長
）

瀬
川
治
▽
議
会
事
務
局
長
（
産
業
創
造

室
長
兼
企
業
立
地
・
雇
用
促
進
課
長
）

岡
野
昌
和
▽
教
育
振
興
部
長
兼
教
育
企
画

課
長
（
教
育
振
興
部
次
長
兼
教
育
企
画
課

長
）
濵
野
滋
▽
危
機
管
理
室
長
（
前 

海

上
自
衛
隊
第
23
航
空
隊
司
令
）
小
田
浩
一

▽
人
事
室
長
兼
職
員
課
長
（
議
会
事
務

局
総
務
課
長
）
川
崎
弘
史
▽
資
産
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
室
長
（
総
務
部
次
長
兼

資
産
活
用
課
長
）
浜
本
一
▽
人
権
啓
発

推
進
室
長
（
建
設
部
建
設
総
務
課
長
）

藤
崎
浩
志
▽
市
民
文
化
環
境
部
次
長
兼
市

民
課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長
（
市
民

文
化
環
境
部
次
長
兼
市
民
課
長
）
左
織
誠

▽
市
民
文
化
環
境
部
次
長
兼
西
支
所
長（
福

祉
部
次
長
兼
福
祉
企
画
課
長
）
山
﨑
久
夫

▽
健
康
・
子
ど
も
部
次
長
兼
健
康
づ
く

り
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
（
健
康・

子
ど
も
部
健
康
づ
く
り
課
長
兼
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
）
山
﨑
浩
美
▽
観
光
ま
ち

づ
く
り
室
長
（
地
域
づ
く
り
・
文
化
ス
ポ

ー
ツ
室
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
小
谷
裕
司

▽
産
業
創
造
室
長
兼
企
業
立
地
・
雇
用

促
進
課
長（
産
業
創
造
室
み
な
と
振
興・

国
際
交
流
課
長
）
小
森
実
▽
産
業
振
興

部
付
次
長
（
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都

市
圏
振
興
社
派
遣
）（
観
光
ま
ち
づ
く

り
室
長
兼
観
光
商
業
課
長
）
櫻
井
晃
人

▽
会
計
管
理
者
（
会
計
課
長
）
西
野
和
良

▽
監
査
委
員
事
務
局
長
（
人
事
室
長
兼

職
員
課
長
）
糸
井
宏
暢
▽
危
機
管
理
室

危
機
管
理
・
防
災
課
長
（
危
機
管
理
室

危
機
管
理
・
防
災
課
主
幹
兼
危
機
管
理
・

　
４
月
１
日
付
け
で
組
織
改
編
と
人
事
異

動
を
実
施
。
平
成
30
年
度
は
「
舞
鶴
版 

行

財
政
改
革
」
の
総
仕
上
げ
の
年
度
と
位
置

付
け
、
新
た
な
財
政
規
律
に
基
づ
く
効
果

的
な
事
務
事
業
の
執
行
の
も
と
、
多
様
な

連
携
と
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
「
舞
鶴
版 

地

方
創
生
」
を
推
し
進
め
ま
す
。
ま
た
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
持
て
る
能
力
を
最
大
限

発
揮
で
き
る
よ
う
、
適
材
適
所
の
職
員
配

置
と
女
性
職
員
の
活
躍
推
進
に
取
り
組

み
、
職
員
の
意
識
改
革
と
組
織
の
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

　

教
育
長
に
奥
水
孝
志
氏

　
奥
水
孝
志
氏
（
60
歳
）
を
教
育
長
に
任

命
。
奥
水
氏
は
昭
和
56
年
に
教
諭
と
な
り
、

市
教
育
委
員
会
理
事
、
城
北
中
学
校
長
を

歴
任
し
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
教
育
長
を

務
め
る
。
任
期
は
３
年
。

　

佐
藤
裕
之
教
育
長
が
退
任

　
教
育
長
の
職
に
あ
っ
た
佐
藤
裕
之
氏
は

任
期
満
了
に
よ
り
、
３
月
31
日
付
け
で
退

任
し
ま
し
た
。

　平成 30 年度
　組織改編と人事異動

▲奥水孝志氏
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防
災
係
長
）
植
和
田
浩
行
▽
危
機
管
理

室
危
機
管
理
・
防
災
課
災
害
対
策
担
当

課
長
兼
危
機
管
理
・
防
災
係
長
（
建
設

部
土
木
課
建
設
係
長
）
中
地
俊
元
▽
政

策
推
進
部
企
画
政
策
課
主
幹
兼
京
都
府

北
部
地
域
連
携
推
進
担
当
課
長
（
舞
鶴

引
揚
記
念
館
主
幹
兼
世
界
記
憶
遺
産
推

進
係
長
）
濵
田
真
義
▽
政
策
推
進
部
移

住
・
定
住
促
進
課
長
（
政
策
推
進
部
企
画

政
策
課
主
幹
兼
移
住
・
定
住
促
進
担
当
課

長
兼
ま
ち
づ
く
り
計
画
係
長
）
小
西
征
良

▽
契
約
検
査
室
指
導
検
査
課
主
幹
兼
指

導
係
長
（
上
下
水
道
部
下
水
道
整
備
課

主
幹
兼
浸
水
対
策
係
長
）
松
本
眞
一
▽

資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
資
産
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
課
長
（
教
育
振
興
部
教

育
企
画
課
企
画
係
長
）
仲
川
真
広
▽
資

産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
資
産
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
課
営
繕
担
当
課
長
（
建
設

部
住
宅
・
営
繕
課
主
幹
兼
建
築
係
長
）

藤
村
泰
三
▽
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
室
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課
主
幹

（
総
務
部
資
産
活
用
課
主
幹
兼
総
務
係

長
）
柴
田
和
憲
▽
総
務
部
情
報
シ
ス

テ
ム
課
長
（
総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム

課
主
幹
）
吉
崎
豊
▽
清
掃
事
務
所
長

（
リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
長
）
橋
本
秀
隆

▽
リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
長
（
安
岡
園

長
）
村
川
嘉
久
▽
地
域
づ
く
り
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
室
地
域
づ
く
り
支
援
課
主
幹

（
中
央
公
民
館
長
）（
地
域
づ
く
り
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
室
地
域
づ
く
り
支
援
課
主
幹
）

谷
慎
一
郎
▽
地
域
づ
く
り
・
文
化
ス
ポ

ー
ツ
室
地
域
づ
く
り
支
援
課
主
幹
（
中

央
公
民
館
）（
福
祉
部
福
祉
援
護
課
主
幹
）

山
下
圭
一
▽
地
域
づ
く
り
・
文
化
ス
ポ

ー
ツ
室
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
福
祉
部

障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課
主
幹
兼
国
民

年
金
係
長
）
井
田
多
映
子
▽
西
支
所
副

支
所
長
兼
総
務
係
長
（
教
育
振
興
部
学

校
教
育
課
主
幹
）
髙
井
直
樹
▽
福
祉
部

福
祉
企
画
課
長
（
福
祉
部
福
祉
企
画
課

主
幹
兼
企
画
係
長
）
梅
川
正
▽
福
祉
部

高
齢
者
支
援
課
主
幹
（
安
岡
園
主
幹
兼

管
理
係
長
）
樋
口
誠
▽
福
祉
部
福
祉
援

護
課
主
幹
（
西
支
所
保
健
福
祉
係
長
）

濱
田
芳
孝
▽
健
康
・
子
ど
も
部
子
ど
も

支
援
課
長
兼
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
所
長

（
健
康
・
子
ど
も
部
子
ど
も
支
援
課
長
）

新
井
秀
和
▽
健
康
・
子
ど
も
部
子
ど
も
支

援
課
主
幹
兼
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
所
長
（
市
民
文
化
環
境
部
市
民
課
主

幹
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長
兼
生
活
安

全
係
長
）
荒
木
正
純
▽
健
康
・
子
ど
も
部

子
ど
も
支
援
課
主
幹
兼
子
育
て
支
援
基
幹

セ
ン
タ
ー
所
長
（
健
康
・
子
ど
も
部
子
ど

も
支
援
課
主
幹
兼
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー

所
長
）
中
西
阿
里
▽
観
光
ま
ち
づ
く
り
室

観
光
商
業
課
長
（
市
長
公
室
秘
書
課
主
幹

兼
秘
書
係
長
）
小
畑
真
奈
美
▽
舞
鶴
引
揚

記
念
館
主
幹
兼
世
界
記
憶
遺
産
推
進
係

長
（
健
康
・
子
ど
も
部
子
ど
も
支
援
課

主
幹
兼
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
子

育
て
支
援
係
長
）
志
賀
洋
一
▽
産
業
創

造
室
み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
長
（
産

業
創
造
室
企
業
立
地
・
雇
用
促
進
課
企

業
誘
致
担
当
課
長
兼
み
な
と
振
興
・
国

際
交
流
課
み
な
と
振
興
・
ク
ル
ー
ズ
客

船
誘
致
担
当
課
長
）
小
島
宏
▽
産
業
創

造
室
み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
付
主

幹
（
京
都
舞
鶴
港
振
興
会
派
遣
）（
産
業

振
興
部
付
次
長
（
京
都
舞
鶴
港
振
興
会

派
遣
））
新
宮
敦
雄
▽
産
業
創
造
室
企
業

立
地
・
雇
用
促
進
課
企
業
誘
致
担
当
課

長
兼
み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
み
な

と
振
興
・
ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致
担
当
課

長
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
室
観
光
商
業
課

商
業
振
興
係
長
）
竹
山
真
▽
産
業
振
興

部
農
林
課
主
幹
（
建
設
部
土
木
課
主
幹
）

尾
橋
英
憲
▽
建
設
部
建
設
総
務
課
長
（
上

下
水
道
部
経
営
企
画
課
公
営
企
業
法
適

用
担
当
課
長
）
井
田
和
志
▽
建
設
部
都

市
計
画
課
住
宅
政
策
担
当
課
長
兼
住
宅

係
長
（
建
設
部
住
宅
・
営
繕
課
主
幹
兼

市
営
住
宅
係
長
）
豊
田
兼
也
▽
建
設
部

土
木
課
主
幹
（
契
約
検
査
室
指
導
検
査

課
主
幹
兼
指
導
係
長
）
竹
内
章
二
▽
会

計
課
長
兼
会
計
係
長
（
市
民
文
化
環
境

部
市
民
課
市
民
係
長
）
大
谷
美
香
▽
議

会
事
務
局
総
務
課
長
（
議
会
事
務
局
総

務
課
主
幹
兼
議
事
係
長
）
樋
口
佐
由
理

▽
教
育
振
興
部
学
校
教
育
課
主
幹
（
福

祉
部
高
齢
者
支
援
課
主
幹
）
瀬
野
薫
▽

上
下
水
道
部
水
道
整
備
課
主
幹
兼
維
持

管
理
係
長
（
上
下
水
道
部
水
道
整
備
課

主
幹
兼
管
理
係
長
）
神
田
秀
之
▽
上
下

水
道
部
下
水
道
整
備
課
浸
水
対
策
担
当

課
長
兼
浸
水
対
策
係
長
（
上
下
水
道
部

下
水
道
整
備
課
主
幹
兼
計
画
・
施
設
係

長
）
東
山
直

 庁内の配置が変わりました
　組織改編に伴い、庁内の配置が変わりました。主な変更場所は次のとおり。

…場所が変わりました

市
長
室

特
別

応
接
室

総務課 301 会議室市政
記者室

広報
広聴課

文書
発送室

秘書課 建設総務課副市長室

副市長室

女トイレ

男トイレ

女トイレ

男トイレ

エレベーター

エレベーター

（別館）

㊟ ３階と４階は本館と別館がつながっていません。

     本館と別館との連絡は１階・２階の連絡通路を利用してください。

㊟

（
本
館
）

【３階】

階
段

階
段 階段

階段

階
段

財政課 企画
政策課 職員課 人事課

資産マネジメント推進課

移住・定住促進課

311 会議室

都
市
計
画
課

土
木
課

…新設しました



連 載

2018 広報まいづる 5月号 10

　
市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
施
設
の
使
用
料
・
窓
口
で
の
証
明

手
数
料
の
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
統
一
ル
ー
ル
と
な
る
「
舞

鶴
市
受
益
者
負
担
（
使
用
料
・
手
数

料
）
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
。

　
基
本
方
針
で
は
、
単
に
料
金
の
見

直
し
で
は
な
く
「
市
民
の
皆
さ
ん

に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指

し
た
取
り
組
み
の
推
進
」
や
「
適
正

な
利
用
者
負
担
の
あ
り
方
」
を
目
指

す
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
と
し
、
４

つ
の
統
一
的
な
基
準
を
示
し
て
い
ま

す
。
基
本
方
針
の
概
要
は
左
上
表
の

と
お
り
。

　
基
本
方
針
（
案
）
に
対
し
、
市
パ

ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト
手
続
制
度（
市

民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ
き
意
見

を
募
集
し
た
結
果
、
７
人
か
ら
９
件

の
意
見
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
（
募

集
期
間
：
３
月
１
日
～
30
日
）。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
意
見
の
趣

旨
を
今
後
の
施
策
展
開
に
お
い
て
検

討
す
る
も
の
が
２
件
、
意
見
の
趣
旨

が
既
に
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も

の
が
３
件
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
説
明
し
、
ご
理
解
い
た

だ
く
も
の
が
４
件
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
基
本
方
針
の
内
容
や
市
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き
制

度
の
結
果
は
企
画
政
策
課
や
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、企
画
政
策
課
（
☎

66
・
１
０
４
２
）
へ
。

　
市
で
は
、
観
光
戦
略
拠
点
で
あ
る

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
を
中
心
に
、
隣
接

す
る
海
上
自
衛
隊
施
設
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
周

辺
一
帯
を
日
本
有
数
の
一
大
交
流
拠

点
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
赤
れ
ん

が
パ
ー
ク
周
辺
施
設
の
整
備
方
針
・

計
画
を
定
め
た
「
舞
鶴
市
赤
れ
ん
が

周
辺
等
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
」
を

策
定
。
計
画
で
は
、「
近
代
日
本
の

礎
を
築
い
た
海
軍
ゆ
か
り
の
物
語
を

伝
え
、
舞
鶴
の
人
々
の
営
み
や
英
知

を
発
信
し
未
来
を
創
造
す
る
拠
点
づ

く
り
と
美
し
い
海
と
山
に
包
ま
れ
た

赤
れ
ん
が
倉
庫
群
に
重
層
す
る
明
治

期
か
ら
の
物
語
が
こ
れ
か
ら
始
ま
る

舞
鶴
の
未
来
を
創
る
」
を
全
体
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
３
つ
の
整
備
方
針
と

６
つ
の
基
本
的
な
考
え
を
示
し
て
い

ま
す
。
計
画
の
概
要
は
左
上
表
の
と

お
り
。
計
画
（
案
）
に
対
し
、
市
パ

ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト
手
続
制
度（
市

民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ
い
て
意

見
を
募
集
し
た
結
果
、
６
件
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
（
募
集
期
間
：
２
月

22
日
～
３
月
23
日
）。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
意
見
の
趣

旨
が
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の

舞鶴市赤れんが周辺等まちづくり実施計画の概要

全体
コンセプト

近代日本の礎を築いた海軍ゆかりの物語を伝え、舞鶴の
人 の々営みや英知を発信し未来を創造する拠点づくりと美
しい海と山に包まれた赤れんが倉庫群に重層する明治期か
らの物語がこれから始まる舞鶴の未来を創る

整備方針
①イメージ・魅力の活用と向上を図る整備の実施
②人の賑わいと流れを生み出す整備の実施
③150万人を受け入れる基盤整備の実施

主な
整備内容

①赤れんが倉庫の保存と活用を進め、地域住民にも開かれ
　たオープンな拠点整備
②防衛省三角地を赤れんがパークのゲートウエイとして、道
　の駅や交通ターミナル機能を導入するとともに、来場者を
　迎え入れる広場として整備
③海沿いにボードウオークなどを整備し、来訪者が「赤れん
　が」「海・港」を感じることができる親水エリアを整備
④路線バスなどの乗降場所を整備し、利便性を向上
⑤車でのアクセスの向上、混雑時の渋滞緩和、歩行者の安
　全を確保する道路・歩道・交差点計画
⑥来場者の増加を想定した新たな駐車場整備

舞鶴市受益者負担（使用料・手数料）に関する
基本方針の概要
受益者負担（使用料・手数料）に対する基本的な考え方

単に料金の見直しではなく「市民の皆さんに使っていただける施設を目指した
取り組みの推進」や「適正な利用者負担のあり方」を目指す

主な基準

①行政サービスの向上

②「受益者負担の原則」に基づいた適正な利用者負担

③負担額の根拠や適正な利用者負担の考え方を明確化

④減額・免除の基準の整理・統一化

市長の職務代理のお知らせ
　多々見市長が入院治療中のため、平成 30 年 4 月 6 日から、地方
自治法第 152 条第１項の規定により、副市長が市長の職務を代理し
ています。各種証明書や通知書などは、舞鶴市長職務代理者名での
発行となりますので、ご理解のほどよろしくお願いします。《総務課》

【表示形式】　舞鶴市長職務代理者
　　　　　　　舞鶴市副市長　　堤　　　茂

赤
れ
ん
が
周
辺
等
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
を
策
定

赤
れ
ん
が
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
す

が
２
件
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
を
説
明
し
、
ご
理
解
い
た
だ
く
も

の
が
４
件
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
実
施
計
画
の
内
容
や
市
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度
の
結

果
は
企
画
政
策
課
や
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
（
☎

66
・
１
０
４
２
）
へ
。

受
益
者
負
担
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
受
益
者
負
担
の
適
正
化
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市
で
は
、
高
齢
者
施
策
を
総
合
的

に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
本
指
針

と
な
る
「
舞
鶴
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
」
の
第
７
期
計
画
（
平
成
30
～

32
年
度
）
を
策
定
。

　
計
画
で
は
、
生
き
生
き
と
し
た
長

寿
社
会
づ
く
り
を
政
策
目
標
に
３
つ

の
基
本
理
念
、
６
つ
の
重
要
施
策
を

示
し
て
い
ま
す
。
計
画
の
概
要
は
下

表
の
と
お
り
。

　
な
お
、計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、

市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ

き
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
特
に
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
計
画
の
内
容
は
、高
齢
者
支
援
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課
（
☎

66
・
１
０
１
３
）
へ
。

舞鶴市高齢者保健福祉計画 第７期計画の概要
政策目標 生き生きとした長寿社会づくり

基本理念
①健康と生きがいづくりの推進
②尊厳の確保と自立支援
③共に支え合う地域社会の形成

重点施策

地域包括ケアシステムの構築
　①地域での自立生活支援の仕組みづくり
　②高齢者の社会参加と生きがいづくり・健康づくり
　③介護予防・生活支援サービスの整備
　④認知症高齢者支援体制の充実
　⑤適正な介護サービスの提供と家族支援
　⑥介護サービスを担う人材の確保

　
市
で
は
、
障
害
児
・
者
の
た
め
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
見
込

み
量
や
提
供
体
制
の
確
保
な
ど
を
定

め
る
「
第
５
期
舞
鶴
市
障
害
福
祉
計

画
・
第
１
期
舞
鶴
市
障
害
児
福
祉
計

画
」（
平
成
30
～
32
年
度
）
を
策
定
。

計
画
で
は
、「
雇
用
・
就
労
支
援
施

策
の
推
進
」「
質
の
高
い
地
域
生
活

の
実
現
」「
高
齢
化
へ
の
対
応
施
策

の
充
実
」「
子
ど
も
の
成
長
と
発
達

の
支
援
」
を
重
点
的
に
取
り
組
む
事

項
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
市
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市

民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ
き
意
見

を
募
集
し
た
結
果
、
特
に
意
見
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
計
画
の
内
容
は
、
障
害
福
祉
・
国

民
年
金
課
、
子
ど
も
支
援
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
障
害
福

祉
・
国
民
年
金
課
（
☎

66
・
１
０
３
３
）
か
子

ど
も
支
援
課
（
☎
66
・

１
０
９
４
）
へ
。

第５期舞鶴市障害福祉計画・第１期舞鶴市障害児福祉計画の概要
重点的に取り組む事項

雇用・就労支援施策の推進
　①民間企業等への就労の促進　②福祉事業所製品の販売促進

質の高い地域生活の実現
　①相談支援体制の充実　②日常生活を支えるサービスの充実
　③地域の福祉力の向上　④居住場所の確保

高齢化への対応施策の充実
　①高齢障害者の支援と連携　②障害のある人の権利擁護の推進

子どもの成長と発達の支援
　①乳幼児期から学校卒業まで一貫した支援と連携の充実
　②成長と発達に寄り添った適切なサービスの実施
　③障害の正しい理解・啓発の推進

　
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
形
成
推

進
協
議
会
を
構
成
す
る
舞
鶴
、
宮

津
、
伊
根
、
与
謝
野
の
４
市
町
で
は
、

応
急
給
水
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に

「
加
圧
式
給
水
車
の
共
同
使
用
に
関

す
る
連
携
協
定
」
を
３
月
26
日
に
締

結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
舞
鶴
市
役
所
で
行
わ
れ

た
締
結
式
で
は
、
多
々
見
良
三
・
舞

鶴
市
長
、
井
上
正
嗣
・
宮
津
市
長
、

吉
本
秀
樹・伊
根
町
長
、
山
添
藤
真・

与
謝
野
町
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま

し
た
。

　
協
定
で
は
、
府
北
部
地
域
連
携
都

市
圏
ビ
ジ
ョ
ン″
北
の
京
都
〟
七
つ

星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
基
づ
き
、

関
係
自
治
体
が
加
圧
式
給
水
車
を
広

域
で
共
同
使
用
し
、
実
績
に
応
じ
て

維
持
管
理
費
を
負
担
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
配
備
し
た
給
水
車
は
、
タ
ン
ク
の

容
量
が
１
，
７
０
０
㍑
で
、
高
さ
約

25
㍍
ま
で
送
水
が
可
能
。
病
院
や
老

人
福
祉
施
設
、
学
校
、
ホ
テ
ル
な
ど
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
第
７
期
計
画
を
策
定

生
き
生
き
と
し
た
長
寿
社
会
づ
く
り
に
向
け
て

加
圧
式
給
水
車
を
共
同
整
備

北
部
４
市
町　
災
害
時
な
ど
の
断
水
に
備
え

高
層
建
物
の
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い

る
受
水
槽
へ
の
給
水
に
も
対
応
で
き

ま
す
。

　
　《
企
画
政
策
課
、
経
営
企
画
課
》

障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
を
策
定

障
害
児
・
者
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

歴
史
文
化
基
本
構
想
を
策
定

特
色
あ
る
文
化
財
や
歴
史
的
資
源
を
総
合
的
に
保
存
・
活
用

　
市
で
は
、
今
日
は
も
と
よ
り
次
の
世

代
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現

に
向
け
、
舞
鶴
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

+
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
将
来
都
市
像
の
方
向
性

を
示
す
「
第
３
次
舞
鶴
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
平
成
30
年
～
40
年
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検
討
会
（
委
員
長

＝
葉
山
勉
・
京
都
精
華
大
教
授
、
14
人
）

都市計画マスタープランの概要
まちづくり方針

▪総合的な取り組みの方向性（将来都市構造）

　舞鶴版コンパクトシティ+ネットワーク（３C+）

　　❖C
コントロール

ontrol：元気なまちへ導く

　　❖C
コ ネ ク ト

onnect：次世代に繋ぐ

　　❖C
チ ェ ン ジ

hange：時代に合わせて変化する

　 　❖+network：人・地域のつながり

舞鶴版コンパクトシティ+ネットワークの実
現にかかる重要施策を表す　　　　ロゴ
を付けます。

３C+

　
市
で
は
、
特
色
あ
る
文
化
財
や
歴
史

的
資
源
を
周
辺
環
境
ま
で
含
め
た
歴
史

文
化
遺
産
と
し
て
総
合
的
に
保
存
・
活

用
し
、
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
を
示
す
「
舞
鶴
市
歴
史
文
化

基
本
構
想
」
を
策
定
。

　
計
画
で
は
、「
歴
史
文
化
の
魅
力
を
探

り
、
学
び
、
活
か
し
、
引
き
継
ぐ
」
の

基
本
理
念
に
基
づ
く
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
指
針
を
「
舞
鶴
モ
デ
ル
」
と
し
、

３
つ
の
基
本
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
構
想（
案
）に
対
し
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見
提
出

制
度
）
に
基
づ
い
て
意
見
を
募
集
し
た

結
果
、
３
人
か
ら
４
件
の
提
出
が
あ
り

ま
し
た
（
募
集
期
間
：
７
月
１
日
～
31

日
）。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
意
見
を
踏

ま
え
、
素
案
の
修
正
等
を
行
う
も
の
が

３
件
、
市
の
考
え
を
説
明
し
、
ご
理
解

を
い
た
だ
く
も
の
が
１
件
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
基
本
構
想
の
内
容
や
市
パ
ブ
リ
ッ
ク・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果
は
、
文
化

振
興
課
や
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
文
化
振
興
課
（
☎
66
・

１
０
１
９
）
へ
。

舞鶴市歴史文化基本構想の概要
基本理念
歴史文化の魅力を探り、学び、活かし、引き継ぐ
基本方針
①歴史文化の魅力を探る・学ぶ　②歴史文化の魅力を活かす
③歴史文化の魅力を引き継ぐ
構想のイメージ図

探る
◆歴史文化遺産の
　探索発見

活かす
◆外部発信
◆市民組織の発足

引き継ぐ
◆保存・活用
◆愛着醸成
◆賑わいづくり

や
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に
よ
る
意

見
を
反
映
し
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

方
針
と
地
域
別
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
を

示
し
て
い
ま
す
。　

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
同
プ
ラ
ン
の
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
（
☎
66
・

１
０
４
８
）
へ
。

学ぶ
◆価値魅力の
　理解

舞鶴版コンパクトシティ ＋ ネットワーク



連 載まいづるトピックス

13

　
本
市
へ
移
住
を
希
望
す
る
人
を
対
象

に
空
き
家
を
提
供
す
る
「
舞
鶴
市
お
試

し
住
宅
」
の
第
１
号
が
完
成
。
４
月
16

日
に
お
披
露
目
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
物
件
は
、
木
造
平
屋
建
て
（
89

平
方
㍍
）
で
、
敷
地
は
３
０
５
平
方
㍍
。

舞
鶴
高
専
の
学
生
が
作
成
し
た
改
修
プ

ラ
ン
を
も
と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
も
の
。

元
々
の
風
景
な
ど
を
残
し
、
子
育
て
世

代
が
住
み
や
す
い
住
宅
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
物
件

に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
空
き
家
を
活
用
し
、

市
外
か
ら
の
移
住
者
の
増
加
に
向
け
た

事
業
を
進
め
ま
す
。

▪
空
き
家
バ
ン
ク
へ
ご
登
録
を

　
市
で
は
、
上
記
お
試
し
住
宅
の
ほ
か
、

空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
定
住
施
策
と

し
て
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
実
施
。

Ｊ
Ｒ
東
・
西
舞
鶴
駅
付
近
の
「
ま
ち
な

か
エ
リ
ア
」と
市
街
化
区
域
以
外
の「
農

漁
村
エ
リ
ア
」
に
あ
る
空
き
家
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
同
バ
ン
ク
へ
登
録
す
る
こ
と
で
、
物

件
の
紹
介
や
地
域
と
の
調
整
な
ど
、
移

住
希
望
者
と
空
き
家
提
供
者
と
の
契
約

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
市
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
移
住・定
住
促
進
課
（
☎

66
・
１
０
８
５
）
へ
。

　
平
成
29
年
度
に
市
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
匿
名

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
掲
載
し
て
い
ま

せ
ん
。

《
企
画
政
策
課
、福
祉
企
画
課
、教
育
総
務
課
》

【
寄
付
金
】（
敬
称
略
）

▪
個
人　

❖
ふ
る
さ
と
納
税
…
崎
山
健
二

（
川
崎
市
）、
木
村
健
一
（
名
古
屋
市
）、

藤
林
喜
代
子
（
京
田
辺
市
）、
右
城
望
（
大

阪
市
）、久
下
恭
子
（
吹
田
市
）、宮
下
通
永
（
高

槻
市
）、三
宅
基
治
（
日
野
市
）、柴
田
貴
彦
（
名

古
屋
市
）、小
西
唯
丹（
城
陽
市
）、森
田
信
彦（
京

都
市
）、郡
山
保（
春
日
井
市
）、春
山
宏
樹（
多

摩
市
）、
三
浦
裕
明
（
東
京
都
）、
大
山
康
子

（
神
戸
市
）、大
山
正
（
神
戸
市
）、雑
喉
潤
（
東

京
都
）、生
野
秀
昭（
吹
田
市
）、髙
橋
秀
夫（
東

京
都
）、迫
田
茂
雄
（
豊
中
市
）、小
走
勇
（
京

都
市
）、瀬
川
照
光
（
東
京
都
）、美
濃
和
男
（
東

京
都
）、
稲
垣
裕
之
（
京
都
市
）、
壷
内
啓
史

（
向
日
市
）、児
玉
ア
キ
子
（
高
知
県
東
洋
町
）、

瀬
川
将
義（
東
京
都
）、宮
下
恵
美（
神
戸
市
）

❖
市
民
福
祉
…
松
嶋
康
晴
（
森
）、
木
村

冨
美
子
（
引
土
）

▪
団
体
　
❖
ふ
る
さ
と
納
税
…
東
舞
鶴
高

校
昭
和
51
年
卒
業
生
同
窓
会
❖
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
…
株
式
会
社
マ
ツ
シ
マ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
株
式
会
社
セ
レ
マ
、
日
東

薬
品
工
業
株
式
会
社
、
京
都
大
原
記
念
病
院

グ
ル
ー
プ
、
日
立
造
船
株
式
会
社
、
医
療
法

人
徳
洲
会
宇
治
徳
洲
会
病
院
、
林
ベ
ニ
ヤ
産

業
株
式
会
社
、
日
本
新
薬
株
式
会
社
❖
市
民

福
祉
…
全
京
都
建
築
労
働
組
合
舞
鶴
支
部
、

舞
鶴
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
ラ
オ
ケ
連
盟
、
京
都
丹

の
国
農
業
協
同
組
合
、
舞
鶴
東
佛
教
会

【
寄
贈
品
】（
敬
称
略
）

▪
個
人
　
❖
永
田
立
夫
（
横
浜
市
）
…
タ
シ

ケ
ン
ト
第
四
ラ
ー
ゲ
ル
会
の
旗

▪
団
体
　
❖
株
式
会
社
ホ
リ
グ
チ
…
掛
地
図

❖
舞
鶴
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
…
案
内

掲
示
板
❖
吉
原
小
学
校
昭
和
44
年
度
卒
業
生

一
同
…
冷
蔵
庫
、
実
物
投
影
機
❖
一
般
財
団

法
人
舞
鶴
交
通
安
全
協
会
…
安
全
傘
❖
株
式

会
社
京
都
銀
行
…
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用

機
器
❖
一
般
社
団
法
人
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協

会
…
下
敷
き
❖
舞
鶴
防
犯
協
会
…
カ
ラ
ー
定

規
❖
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
京
都
府
本
部
…

車
い
す
❖
京
都
府
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
舞
鶴
支
部

…
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
発
電
機
❖
社
団
法
人
青
森

県
り
ん
ご
対
策
協
議
会
・
舞
鶴
合
同
青
果
株

式
会
社
…
り
ん
ご
な
ど
❖
舞
鶴
市
森
林
組
合

…
木
製
ベ
ン
チ
❖
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
舞

鶴
…
児
童
図
書

《
平
成
29
年
度
寄
付
金
》　
平
成
29
年
度
に
い

た
だ
い
た
市
の
福
祉
に
対
す
る
寄
付
金
は
、

14
件
、
1
0
0
万
７
，
０
４
３
円
。
そ
の

お
志
に
沿
う
よ
う
「
市
民
福
祉
さ
さ
え
あ

い
基
金
」
に
積
み
立
て
、
高
齢
者
や
障
害

が
あ
る
人
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
対

象
と
し
た
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
53
件

6
3
7
万
８
，
０
０
０
円
は
、「
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、
引
揚
記
念
館
の

整
備
・
改
修
や
舞
鶴
市
の
歴
史
と
文
化
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
９
件
１
，
０
０
０
万
円
も
同
館
の
整
備
・

改
修
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

移
住
者
用
の
お
試
し
住
宅
が
完
成

舞
鶴
高
専
の
学
生
が
設
計
と
整
備

寄
付
金
・
寄
贈
品
な
ど

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
倉
梯
・
倉
二
・
与
保
呂
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
６
月
１
日
に
移
転
し
ま

す
。
新
た
な
所
在
地
は
市
内
字
行
永

1
7
9
2
番
地
。
今
後
も
高
齢
者
の
身

近
な
「
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
」
と
し
て
気

楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課
（
☎

66
・
１
０
１
８
）
か
倉
梯
・
倉
二
・
与

保
呂
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

77
・
５
０
０
２
）
へ
。
　

倉
梯・倉
二・与
保
呂
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

南
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
青
葉
中
隣
接
地
へ
移
転

文

青葉中学校

×
舞鶴警察署
行永交番

28

倉梯・倉二・与保呂
地域包括支援センター

位置図

お披露目会で住宅の整備概要を説明する舞鶴高専教
授の尾上亮介さんと学生（上）住宅と前庭（下）
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▪ MSC スプレンディダを遊覧船から見学

　クルーズ客船「MSC スプレンディダ（全長 333㍍、
総㌧数 137,936㌧、乗客定員 3,274 人）」が舞鶴国際ふ
頭に初入港（７時入港、19 時出港）。これに合わせて海
上から見学できる遊覧船を運航します。

【日時】５月 10 日㈭ 10 時～ 18 時（毎時 00 分発。14
時便を除く。約 40 分間で湾内を周遊）

【乗降場所】西港大野辺緑地
【定員】１便 60 人（８便運航）
【料金】800 円（小学生以下 400 円。未就学児無料）
【問い合わせ先】合同会社まいづる広域観光公社（☎
77・5400）

《一般車両の進入を制限》

　MSC スプレンディダの入港に伴い、右図のとおり、舞
鶴国際ふ頭（下安久）～みなと安久トンネル北側Ｔ字路
間の一般車両の進入制限を行います。また、当日は７時
30 分～９時に多数の観光バスの行き来があるため、大手
交差点付近の周辺道路の混雑が予想されます。ご理解と
ご協力をお願いします。

国際交流員がバトンタッチ

朴蓮姫さんが着任
ごあいさつ

　皆さんこんにちは。大連か
らきた朴蓮姫です。大学で日
本語を専攻し、卒業後、大連
市旅順口区経済合作局で対外
交流の仕事をしていました。
　このたび、国際交流員として舞鶴市に着任で
き大変光栄に思っています。私が勤めていた旅
順口区は周りが海に囲まれている港湾都市で、
舞鶴とよく似ています。これからの一年を通し
大連市と旅順口区、舞鶴市との理解と交流を深
めることができるよう頑張ります。

▲朴蓮姫さん

　市では、友好都市の中国・大連市との交流の懸け橋として、
平成 17 年度から毎年国際交流員を任用しています。このた
び、13 代目の李

り ほう
芳さんが離任し、14 代目の朴

ぼく れんき
蓮姫さんが

新たに着任しました。
　朴さんは、４月から来年３月までの１年間、大連市との
友好交流の促進や中国語講座、出前講座を通じた中国・大
連情報の発信、通訳・翻訳・クルーズ客船の乗客対応など
に取り組みます。

《みなと振興・国際交流課》

▪チャイニーズ・タイシャンが京都舞鶴港に

　友好都市・大連市（中国）発着のクルーズ客船「チャイニーズ・タイシャ
ン（全長 180㍍、総㌧数 24,427㌧、乗客定員 836 人）」が５月 14 日
㈪（８時入港、20 時出港）、西港第２ふ頭に初入港。多くの大連市民の
皆さんが舞鶴市を訪れます。
▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

MSC スプレンディダ　  チャイニーズ・タイシャン

京都舞鶴港に初入港

大野辺緑地

ここからふ頭
までの道路

位 置 図

提供：MSC クルーズ

みなと・国際 NEWS

大手交差点
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介
護
保
険
料
率
を
規
定
な
ど

▪
舞
鶴
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正　

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に

よ
る
住
所
地
特
例
の
適
用
を
引
き
継
ぎ
従
前

の
住
所
地
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

被
保
険
者
と
な
る
者
を
市
が
保
険
料
を
徴
収

す
べ
き
保
険
者
に
追
加

▪
舞
鶴
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正　
市
が

設
置
す
る
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
に
対
す
る

運
動
施
設
の
敷
地
面
積
の
上
限
割
合
を
規
定

▪
舞
鶴
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正　

排
水
設
備
の
新
設
な
ど
の
計
画
確
認
に
係
る

確
認
申
請
審
査
手
数
料
を
見
直
し

▪
舞
鶴
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

　
給
水
装
置
工
事
の
設
計
審
査
と
工
事
検
査

に
係
る
手
数
料
を
見
直
し
、開
栓
と
閉
栓
に

係
る
手
数
料
の
徴
収
に
つ
い
て
規
定
な
ど

　
人
事

▪
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
松
岡
良
啓
氏（
71
歳
、杉
山
）

※
教
育
長
の
任
命
は
８
㌻
に
掲
載

　

そ
の
他

▪
工
事
請
負
契
約
の
変
更　
引
揚
記
念
館
増

築
工
事
に
つ
い
て
契
約
金
額
を
変
更

▪
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
総
合
整
備
計
画

の
変
更　

野
原
辺
地
ほ
か
３
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
変
更

▪
市
道
路
線
の
認
定　
境
谷
地
区
ほ
か
１
地

区
の
路
線
を
認
定

▪
土
地
改
良
事
業
の
施
行　
滝
ヶ
宇
呂
地
区

ほ
か
10
地
区
の
土
地
改
良
事
業
を
施
行

一般会計補正予算の主な事業

事業名 補正額

８号

原子力災害対策施設等
緊急整備事業費 1,500万円

北近畿タンゴ鉄道支援事業費
補助金 1,432万円

バス路線維持確保対策費補助金 1,096万円

京都舞鶴港振興会等補助金 3,015万円

幹線道路整備事業費 ３億2,500万円

西地区浸水対策事業費 4,242万円

９号 校舎等改修事業費 8,128万円

　

補
正
予
算

▪
一
般
会
計　
第
８
号
は
、原
子
力
災
害
時
の

要
配
慮
者
な
ど
の
一
時
的
な
屋
内
退
避
施
設

と
し
て
、Ｐ
Ａ
Ｚ
に
準
じ
た
地
域
で
あ
る
田

井
地
区
に
整
備
を
行
う
放
射
線
防
護
対
策
施

設
の
実
施
設
計
に
要
す
る
経
費
や
京
都
丹
後

鉄
道
の
線
路
・
車
両
な
ど
を
保
有
す
る
北
近

畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
が
行
う
鉄
道
施
設
の
安
全
対

策
・
車
両
更
新
な
ど
へ
の
支
援
、幹
線
市
道
で

あ
る
和
泉
通
線
の
整
備
事
業
費
、京
都
府
高

野
川
整
備
計
画
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む

西
市
街
地
の
浸
水
対
策
に
係
る
ポ
ン
プ
場
整

備
の
設
計
経
費
な
ど
の
ほ
か
、昨
年
10
月
の

台
風
21
号
で
被
災
し
た
舞
鶴
親
海
公
園
の
防

波
堤
や
漁
港
施
設
な
ど
に
係
る
災
害
復
旧
費

を
追
加
す
る
も
の
で
、歳
入
・
歳
出
い
ず
れ
も

７
億
９
，２
６
７
万
円
の
増
額
。

　

第
９
号
は
、明
倫
小
学
校
の
校
舎
改
修
費

を
補
正
す
る
も
の
で
、歳
入
・
歳
出
い
ず
れ
も

８
，１
２
８
万
円
の
増
額
。こ
の
結
果
、予
算

総
額
は
３
７
１
億
３
，１
９
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

▪
特
別
会
計

❖
病
院
事
業
会
計（
第
１
号
）…
収
益
的
収
入

２
，５
９
４
万
円
、資
本
的
収
入
２
，８
０
０

万
円
を
歳
入
予
算
か
ら
減
額
す
る
も
の
で
歳

出
予
算
の
変
更
は
な
し
❖
簡
易
水
道
事
業
会

計（
第
１
号
）…
財
源
更
正
を
行
う
も
の
で
、

予
算
額
の
変
更
は
な
し
❖
駐
車
場
事
業
会
計

（
第
１
号
）…
２
，０
０
０
万
円
の
増
額
で
総

額
６
，７
７
６
万
円

　

条
例

▪
舞
鶴
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
職
務
の
級

が
６
級
以
上
の
一
般
職
職
員
の
給
料
の
減
額

措
置
を
実
施

▪
舞
鶴
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正　

職
員
の
退
職
手
当
支
給
水

準
を
引
下
げ

▪
舞
鶴
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正　

職

員
の
定
数
を
変
更
な
ど

▪
財
産
の
交
換
、譲
与
、無
償
貸
付
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正　

行
政
財
産
の
無
償
貸

し
付
け
、減
額
貸
し
付
け
な
ど
に
つ
い
て
規
定

▪
舞
鶴
市
の
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
舞
鶴
市
教
育
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　

平
成
30
年
度
の

市
長
、副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の
給
料
な
ど

の
減
額
措
置
を
実
施

▪
舞
鶴
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
改
正　

非
常
勤
消
防
団
員
の
損
害
補

償
の
補
償
基
礎
額
に
係
る
扶
養
親
族
加
算
額

を
変
更

▪
舞
鶴
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正　

消

防
法
な
ど
の
規
定
に
違
反
す
る
防
火
対
象
物

の
公
表
に
つ
い
て
規
定
な
ど

▪
舞
鶴
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
総
額
の
算
出
基

準
、基
礎
賦
課
額
の
限
度
額
と
保
険
料
軽
減

措
置
に
係
る
所
得
基
準
額
を
変
更
な
ど

▪
舞
鶴
市
墓
園
条
例
の
一
部
改
正　

北
吸
墓

園
の
管
理
料
の
徴
収
に
つ
い
て
規
定
な
ど

▪
舞
鶴
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正　

平

成
30
～
32
年
度
の
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
の

市 議 会
　
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
27
日
に
開
会
。平
成
30
年
度
の一般
・
特
別
会

計
予
算
や
29
年
度一般
・
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
案
の
49
議
案
を
審

議
。原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
、３
月
28
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。主
な
内
容
は

次
の
と
お
り（
30
年
度
予
算
は
２
～
５
㌻
に
掲
載
）。

３
月
定
例
会　

49
議
案
を
可
決
・
同
意

30
年
度
予
算
・
29
年
度
補
正
予
算
な
ど
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木造住宅の耐震改修に助成

災害に強いまちづくりを進めるため、市内にある木造住宅の耐
震診断や耐震改修に係る費用の一部を助成。

いずれも対象住宅は、昭和56年５月31日以前に建てられ、延
べ面積の２分の１以上を居住に使用しているもの。申し込みは、
専用用紙に必要書類を添付し、５月31日㈭までに都市計画課へ。
定員に達しない場合は、引き続き先着で受け付け。

《耐震診断士を派遣》
❖募集戸数…５戸❖負担額…3,000円❖提出書類…自己診断書と
登記事項証明書などの建築年の分かる書類

《耐震改修費用の助成（本格改修型）》
❖対象工事…改修後の評点が1.0以上となる耐震改修設計や耐震
改修工事❖募集戸数…２戸❖助成金額…対象工事費の４分の３

（限度額90万円）❖提出書類…耐震診断結果報告書、工事などの
見積書、改修内容の分かる書類など

《耐震改修費用の助成（簡易改修型）》
❖対象工事…屋根の軽量化、耐震壁の増設、床面の補強、基
礎の改修、その他耐震性が向上する工事❖募集戸数…７戸
❖助成金額…対象工事費の４分の３（限度額30万円）
❖提出書類…工事の見積書、改修内容の分かる書類など

《耐震改修費用の助成（耐震シェルター設置）》
❖対象工事…必要な構造耐力を有すると認めた耐震シェルターの
設置（その他要件あり）❖募集戸数…1戸
❖助成金額…対象工事費の４分の３（限度額30万円）
❖提出書類…工事の見積書、改修内容の分かる書類など
▶詳しくは、都市計画課（☎ 66・1050）へ。

市営駐輪場の放置自転車等の整理

JR東・西舞鶴駅の各駐輪場に長期間放置されている自転車と原
動機付自転車を下記の予定で整理。７月２日㈪までに所有者に返
還できない場合は処分します。

❖５月１日㈫…調査札を取り付け
❖５月９日㈬…注意札を取り付け
❖５月24日㈭…警告札を取り付け
❖６月１日㈮…警告札付き自転車等を移動

▶詳しくは、都市計画課（☎66・1048）へ。

土地開発公社所有地を一般競争入札で売却

【物件・予定価格】
❖宅地…天台新町48番、232.31平方㍍（公簿）、996万円
❖宅地…天台新町49番、232.19平方㍍（公簿）、996万円
❖宅地…天台新町51番、232.07平方㍍（公簿）、995万円
❖宅地…天台新町52番、232.10平方㍍（公簿）、995万円
❖宅地…安岡町63番、222.71平方㍍（公簿）、971万円

【入札日時】５月30日㈬
【申し込み方法】５月18日㈮17時までに専用用紙（市ホームペー
ジからダウンロード可）に必要書類を添えて土地開発公社へ。
▶詳しくは、舞鶴市土地開発公社（☎78・1191）へ。

Jアラートによる防災訓練を実施

　市では、昨年11月から毎月第４水曜日に防災行政無線などに
よる情報伝達訓練を行ってきましたが、今年度は下記の日程によ
り、全国一斉の訓練と合わせて訓練を実施します。ご協力をお願
いします。

この訓練は、国からJアラート（全国瞬時警報システム）を通じ
て送られてくる緊急情報のうち、国民保護情報を「防災行政無線」
や「まいづるメール配信サービス」を使って市民の皆さんにお知
らせするものです。

【日時】
❖５月 16 日㈬ 11 時ごろ
❖８月 29 日㈬ 11 時ごろ
❖ 11 月 21 日㈬ 11 時ごろ
❖来年２月 20 日㈬ 11 時ごろ
※今後変更になる場合あり。

【その他】同訓練に加え、今年度は全国一斉の緊急地震速報伝達訓
練が実施される予定です。
▶詳しくは、危機管理・防災課（☎66・1089）へ。

都市計画審議会の結果

３月23日に行われた第42回舞鶴市都市計画審議会で、舞鶴都
市計画地区計画の決定、ごみ処理場の変更及び公園の変更は原案
のとおり可決されました。
▶詳しくは、都市計画課（☎66・1048）へ。

監査結果などの閲覧

平成29年度の定期監査や28年度一般会計・特別会計の決算審
査、健全化判断比率等審査などの結果を公表。市政情報コーナー、
西支所、加佐分室、中央・南公民館、東・西図書館で閲覧できます。
市ホームページにも掲載。
▶詳しくは、監査委員事務局（☎66・1080）へ。

平成29年度版舞鶴市統計書を作成

市の人口、経済、社会などの統計資料を掲載した「平成29年
度版舞鶴市統計書」（A ４判）を作成しました。

市政情報コーナー、西支所、加佐分室、東・西図書館で閲覧で
きます。コピーも可（有料）。市ホームページにも掲載。
▶詳しくは、総務課（☎66・1044）へ。

平成30年  工業統計調査にご協力を

平成30年６月１日を調査時点とし、製造業を営む事業所を対
象に「工業統計調査」を実施。５月中旬から調査員が対象事業所
を訪問します。調査へのご協力をお願します。

同調査は、経済産業省が府や市区町村を通じて行い、国の工業
の実態を明らかにするもの。調査結果は、国や地方公共団体の行
政施策の重要な基礎資料として利用されます。
▶詳しくは、総務課（☎66・1044）へ。



さかなを買うなら  食べるなら「舞鶴のさかな」提供店で

(一社)舞鶴市水産協会では舞鶴のさかな提供店

▲うおづるくん

を35店舗登録しています。おいしい舞鶴のさか
なを食べたい、買いたいときはぜひ舞鶴のさかな
提供店をご利用ください。提供店では舞鶴地方卸
売市場（府漁協舞鶴市場）で取り扱われた生鮮魚
介類やその料理を提供しており、さかなについて特長やおいしい
調理法などを店員が説明してくれます。いろいろ聞いてみてくだ
さい。提供店は青いのぼりや店内に掲出されている登録証が目印。
提供店の一覧や詳細は、「舞鶴のさかな提供店マップ（市内の観
光施設などに備え付け）」か同協会ホームページに掲載。右のコー
ドからアクセス可。
▶詳しくは、水産課（☎66・1020）へ。　　　　　　　

自慢の「舞鶴そだち」地場産品をPRしませんか

生産者のこだわり産品を応援する「ふるさと舞鶴あぐりブラン
ド推奨品」を随時募集しています。対象品目や推奨基準は下記の
とおり。登録された商品は推奨マークを貼って販売できるほか市
ホームページやパンフレットで紹介。イベントでのPRも。

【対象品目】
農産物や畜産物、それを原料とする加工品

【推奨基準】❖ふるさと舞鶴のアピールにつなが
る❖舞鶴にこだわっている産品や商品❖生産者
がモノづくりにこだわっている❖消費者に信頼
される産品や商品

【申し込み方法】所定の用紙（農林課に備え付け。市ホームページ
からダウンロード可）に必要事項を記入し郵送か持参で同課へ。
▶詳しくは、農林課（☎66・1023）へ。

2018年度版企業ガイドを公開

　市内で仕事を探している人や活躍している企業、進出を考えて
いる企業を応援する舞鶴市運営のホームページ「舞鶴企業・就職
応援ネット」では2018年度版「企業ガイド」を公開中。市内企業
の採用情報や特色などの情報、学生（新卒者）向けの情報も多数
掲載。また、掲載事業所も募集中。人材の確保や企業PRにご活
用ください。

【掲載内容】❖事業概要❖会社の特色❖アピールポイント❖先輩か
らのメッセージ❖最新の求人情報など
▶詳しくは、企業立地・雇用促進課（☎66・1021）へ。

狩猟免許取得・猟銃の購入を補助

野生鳥獣による農林業被害の減少のため、捕獲に必要な「狩猟
免許」の取得費用や猟銃等購入費用などの一部を補助します。

【対象免許】わな猟免許・第一種銃猟免許・第二種銃猟免許
【補助対象経費】❖狩猟免許の受験手数料❖狩猟免許試験受験事前
講習会の受講費用（テキスト代を含む）❖府へ納める狩猟者登録申
請手数料と狩猟税（免許取得年度のみ）❖猟銃、銃保管設備購入費

（限度額あり）
【補助率】補助対象経費の３分の２（補助要件あり）
【事前に連絡を】補助対象にならない場合があるので免許申請、銃
所持許可申請の前には必ず農林課まで問い合わせを。
▶詳しくは、農林課（☎66・1030）へ。

春のクマに注意

暖かくなるにつれツキノワグマの動きが活発になります。クマ
に遭遇しない、出没させないために次の対策を取ってください。
❖山菜採りやハイキングなど…クマは自ら人間には近づいてきま

せん。鈴や笛、ラジオなどで音を出し、人がいることを知らせ
ましょう。

❖エサになるものを置かない…生ごみや収穫しない野菜を放置す
ると、クマをおびき寄せる原因に。

❖クマに遭遇したら…ゆっくり後ろに下がり、静かに立ち去って
ください。大声を出したり走ったりするとクマが驚いて攻撃し
てくる恐れがあります。
市ホームページやメール配信サービスで出没状況の詳細をお知

らせしています。メール配信サービスの登録は右の
コードから。

▶詳しくは、農林課（☎66・1030）へ。

里山の環境改善に取り組む自治会などを募集

地域で課題になっている荒廃した里山林を市が伐採作業、保全
管理は地域が担い、市と地域が連携して行う「里山林の環境保全」
に取り組む自治会などを募集。詳しくは次のとおり。

【対象団体】市内の自治会か地域内の団体で、次の要件を満たすもの。
❖里山林の所有者に了承を得ている
❖事業実施後５年間、里山保全活動を年２回以上行う（協定締

結・実施報告などの提出が必要）
【対象の里山林】❖多くの住民の住環境に著しく悪影響を及ぼして
いる人家近くの里山林❖児童・生徒の安全な通行に支障をきたす
通学路沿いの里山林❖危険であったり有害鳥獣が多く出没するな
ど地域内で数年来課題となっており、地域住民の努力だけでは解
決が困難なもの

【面積要件】１か所0.5㌶以下（１団体につき１か所）
【申し込み方法】６月29日㈮までに所定の用紙（農林課に備え付
け、市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入し農
林課へ。結果は審査の上、９月以降に通知。
▶詳しくは、農林課（☎66・1030）へ。

空き家住宅の除却に補助

老朽化などで危険な空き家住宅を除却する費用の一部を補助。
【対象】❖国の基準による不良住宅と判断されるもの
❖都市計画区域内の木造住宅で個人が所有するものなど

【補助率】対象経費の３分の１（上限 30 万円）
【募集戸数】５戸（多数の場合抽選、募集戸数に達しない場合、募
集期間後も先着で受け付け）

【申し込み方法】５月31日㈭までに専用用紙に空き家とその土地
の所有者が確認できる書類、見積書などの必要書類を添えて都市
計画課へ。
▶詳しくは、都市計画課（☎66・1048）へ。

市政情報
BOX

市の人口と世帯数
人口  80,903人（-829人）　世帯  34,290世帯（-353世帯）
男  40,110人（-524人）　女  40,793人（-305人）　※平成30年4月1日現在の推計人口。（　）内は前月比

▲このシール
が目印
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子ども・若者健全育成事業補助金の募集

子ども・若者の健全な育成・支援に関する事業活動に助成。
【対象・内容】５人以上で構成する市内の民間団体などが取り組む
自然体験・ボランティア・非行防止・パトロール活動などの経費

【補助率】対象経費の２分の１（限度額10万円）
【申し込み方法】６月29日㈮までに、所定の用紙（子ども支援課
に備え付け）に必要事項を記入し、子ども支援課へ。
▶詳しくは、子ども支援課（☎66・1008）へ。

６月１日は人権擁護委員の日

６月１日の人権擁護委員の日にちなんで全国で一斉に特設人権
相談所を開設。法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員がいじめ
や差別、インターネットでの誹

ひ ぼ う

謗中傷、プライバシーの侵害など
の相談に応じます。一人で悩まず、ぜひご相談ください。
▪特設相談所を開設

６月１日㈮、赤れんが２号棟（９時～ 12 時と 13 時～ 16 時）・法務
局舞鶴支局（９時～ 12 時）。面接相談（秘密厳守）。無料。申し込み不要。

【問い合わせ先】法務局舞鶴支局（☎76・0858）
▪人権擁護委員を紹介

❖伊藤久美子（行永）❖梅原正昭（平）❖川尻治彦（浜）❖佐織久子
（下東）❖櫻井寛（丸山中町）❖佐藤明子（浜）❖鈴木孝子（余部上）
❖谷公人（余部上）❖寺島勝（上安久）❖福島イツヨ（公文名）❖藤田
君子（女布）❖藤村由紀（大波上）❖水口裕子（久田美）❖山田敏子

（西吉原）
▶詳しくは、人権啓発推進室（☎66・1022）へ。

男女共同参画審議会委員の募集

　男女共同参画社会の形成に向けて、調査・審議などを行う舞鶴
市男女共同参画審議会の委員を募集。任期は平成30年８月から
２年。詳しくは次のとおり。

【対象】市内在住の20歳以上で、おおむね年数回程度平日の日中
に開催する審議会に出席できる人（審議会は２時間程度）。

【募集人数】２人
【申し込み方法】住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、
応募の動機（様式自由、400字程度）を郵送か持参で人権
啓発推進室へ。５月31日㈭必着。
▶詳しくは、人権啓発推進室（☎66・1022）へ。

日本赤十字社のお知らせ

▪昨年度の義援金の結果
昨年度は下記の義援金を募集していました。集まった義援金は、

日本赤十字社を通じて被災された方々へお届けします。また、義
援金は、引き続き受け付けています。皆さんの温かいご支援をよ
ろしくお願いします。各義援金の今までの累計額は以下のとおり。

❖東日本大震災義援金…49,585,348円
❖平成28年熊本地震災害義援金…3,395,882円
❖平成29年７月５日からの大雨災害義援金…34,000円

▪赤十字の活動資金にご協力を
　６月29日㈮まで各自治会などを通じて災害時の救護・支援活動
などを実施するための活動資金を募集。皆さんの温かいご協力を
お願いします。
▶詳しくは、日本赤十字社舞鶴市地区（福祉企画課内、☎66・
1011）へ。

車　種　区　分

税額（年額：円）

本来の
税額

グリーン化特例措置（軽減課税）

対象：平成29年4月1日～30年3月31日に新車新規登録した下記車両

平成30年度課税分のみ適用
電気・

天然ガス
軽自動車

平成32年度燃費
基準値＋30㌫燃
費向上達成車両

平成32年度燃費基
準値＋10㌫燃費向

上達成車両

平成27年度燃費
基準値＋35㌫燃
費向上達成車両

平成27年度燃費
基準値＋15㌫燃
費向上達成車両

軽
自
動
車

三輪660cc
以下

乗用
3,900 1,000

2,000 3,000
貨物用 2,000 3,000

四輪660cc
以下

乗用
自家用 10,800 2,700 5,400 8,100
営業用 6,900 1,800 3,500 5,200

貨物用
自家用 5,000 1,300 2,500 3,800
営業用 3,800 1,000 1,900 2,900

三輪および四輪以上の軽自動車の税率

軽自動車税納税通知書と税率のお知らせ

▪軽自動車の納税通知書を郵送
５月中旬に50㏄バイクや軽自動車などの軽自動車税納税通知書

を郵送。納期限は５月31日㈭。障害者手帳を持ち、一定の要件に
該当する人には減免制度があります。申請は５月31日㈭まで。
▶軽自動車税に関するお問い合わせは、税務課（☎66・1026）へ。

《京都府から普通自動車税のお知らせ》
普通自動車税の納期限は５月31日㈭。期限内に納付を。

▶普通自動車税に関するお問い合わせは、中丹広域振興局（☎
62・2502）へ。

▪新車の燃費性能に応じて軽自動車税を減税
平成29年４月１日～ 30年３月31日に新車新規登録をし、初

度検査を受けた車両で一定の環境性能を有する三輪と四輪以上の
軽自動車は、燃費性能に応じたグリーン化特例が適用され、平成
30年度の課税額が軽減されます。
▶詳しくは、税務課（☎66・1026）へ。

▲グリーン化特例措置の軽減税率は、
お持ちの車両に貼ってあるシール
などでご確認を（画像はイメージ）
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がん検診のお知らせ  けんしんパスポートを送付

検診日程などを記載した「がん検診等の案内」を40歳以上の市
民全員に送付します。個人ごとに受けることができる検診が一
目でわかる「けんしんパスポート」も同封していますので活用し、
受診をお願いいたします。なお、30代女性が対象の「レディー
ス30健診」は昨年度で終了しました。

【送付時期】
❖40 ～ 74歳…5月下旬～６月上旬

(国保加入者には特定健診の案内などを同封）
❖75歳以上…８月下旬～９月上旬
（後期高齢者医療健康診査の案内などを同封）

▶詳しくは、健康づくり課（☎65・0065）へ。

特定健診・人間ドックのお知らせ

▪特定健診を実施
　40 ～ 74歳の国保加入者を対象に特定健診を実施。６～７月は
市内の医療機関で、８～ 12月は保健センターなどで集団健診を
実施します。いずれも無料。集団健診は申し込みが必要。
▶詳しくは、保険医療課(☎66・1106)、西支所保健福祉係（☎
77・2263）、健康づくり課（☎65・0065）へ。
▪人間ドック・脳ドック受診費用の助成
　病気の早期発見や健康増進に役立てるため、人間ドック・脳ドッ
クの受診費用の一部(人間ドック７割相当額・脳ドック５割相当
額)を助成。対象や自己負担額は次のとおり。別途オプション検
査もあります（一部負担あり）。

自己負担額
医療機関名（市内） 人間ドック 脳ドック 人間＋脳ドック
荒木クリニック、指宿医院、
浮島岸本診療所、岸本病院、澤田医院、
外松医院、西村内科、堀澤医院

12,960 円 - -

あいおい橋四方クリニック、鳥井医院、
舞鶴共済病院、舞鶴赤十字病院 12,960 円 21,600円 32,502 円

※このほか京都予防医学センター（京都市）、京都ルネス病院（福

知山市）、明治国際医療大学附属病院（南丹市）でも受診可

【受け付け期間】５月 15 日㈫～７月 31 日㈫（受診期間は申し込み
受け付け日から来年３月 30 日まで）

【対象】❖市内在住の後期高齢者医療制度の加入者で市が実施する
健診（無料）・肺がん検診・大腸がん検診を受診しないか、受診予定
のない人❖市の国保加入者で次の全てに該当する人①市が実施す
る特定健診（無料）・肺がん検診・大腸がん検診を受診しない② 30
歳以上（脳ドックは 40 歳以上）で入院・妊娠していない③保険料
を滞納していない

【その他】手続きは、保険証と印鑑を持参し、保険医療課か西支所保
健福祉係で。
▶詳しくは、保険医療課(☎66・1106)、西支所保健福祉係（☎
77・2263）へ。

暑い夏にはみどりのカーテン

まいづる環境市民会議では、日差しを遮り、省エネにつながる
「みどりのカーテン」の普及に取り組んでいます。みどりのカーテ
ンづくりに使えるゴーヤーの苗を配布します。また、市内で育成
されたみどりのカーテンの出来栄えや効果、創意工夫などを審査
し表彰するコンテストを実施。
▪ゴーヤー苗の配布

【日時・場所】❖５月10日㈭10時30分から…ゆうさい会館（西
総合会館）❖５月 11 日㈮ 10 時 30 分から…総合文化会館

【定員】先着各150人
【その他】配布前に地球温暖化の話とゴーヤーの育成講座（約20分）
を実施。みどりのカーテン育成パンフレットとバーク堆肥もセット
で配布。
▪みどりのカーテン・コンテストを実施

【応募期間】８月１日㈬～９月７日㈮
【対象】みどりのカーテン（つる性植物）設置に取り組む市内の個
人や団体

【部門】個人の部、団体の部、学校等の部
【申し込み方法】所定の用紙（生活環境課に備え付け。市ホームペー
ジからダウン ロード可）にみどりのカーテンの写真を添付し郵送
か持参、電子メールで同課へ。
▶詳しくは、まいづる環境市民会議（生活環境課内、☎66・
1064）へ。

地域の身近な福祉の相談役「民生児童委員」

毎年５月12日は民生児童委員の日です。市内各地区で民生児
童委員・主任児童委員が高齢者・障害者福祉や子育て支援、児童の
健全育成について、地域の最も身近な福祉の相談役として活動し
ています。民生児童委員と地域の皆さんが手を携え、誰もが住み
やすい地域づくりに取り組んでいきましょう。

お住まいの地区の民生児童委員や主任児童委員が分からない場
合は、民生児童委員連盟事務局へ問い合わせを。
▶詳しくは、民生児童委員連盟事務局（福祉企画課内、☎66・
1011）へ。

青少年の善行表彰候補者の募集

青少年の健全育成を目的に毎年実施している「青少年善行表彰」
の候補者を募集。

【対象】市内在住の満 20 歳以下で、次のいずれかに該当する個人
か団体

❖高齢者・障害者などへの奉仕活動など❖清掃・除草などの環境
美化活動など❖植樹・花いっぱい運動などの自然保護・文化財愛護
活動など❖顕著な発明・発見などの行為など❖災害防止・救助等の
行為など❖小さな親切等の行為など❖その他（上記に相当すると
考えられる行為など）

【指定期間】平成29年４月１日～ 30年３月31日
【推薦できる人】満20歳以上の個人か団体
【推薦方法】６月15日㈮までに所定の用紙（子ども支援課などに
備え付け）に必要事項を記入し、子ども支援課（☎66・1008、ＦＡＸ
62・7957）へ。

市政情報
BOX
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舞鶴市文化協会

https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto/uketsuke/dform.do?asc=maizuru
自治会・ボランティア団体・学校・サークル団体などの活動を紹介します（応募多数の場合選考）。

自治会・ボランティア団体・学校・サークル団体
などの活動を紹介

掲載団体を随時募集中
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　本協会は、文芸、邦楽、洋楽、吟舞、日舞、民踊、
洋舞、絵画、写真、書道、工芸、華道、茶道、囲碁・
将棋、演劇などの部門に分かれ90団体約1,600
人が毎年10月と11月に行われる総合文化祭へ
の出演・出展を目標に活動しています。会員同志
やそれぞれの団体との交流は技術向上につなが
り良い刺激となっています。
　引き継がれてきた文化を守るため、今の活動
を発展させるため、未来を担う子ども達の文化
活動を応援するために活動します。ぜひ一緒に
活動しませんか。

【問い合わせ先】
　舞鶴市文化協会事務所（舞鶴市総合文化会館
内、☎64・5109）
 ※火・水・金曜日の13時～16時にご連絡を。
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５月号プレゼント
おばんざい定食か海軍カレーを５名様に

　西舞鶴駅から徒歩３分。「海軍
割烹術参考書」に基づいた「元
祖海軍」カレイライスは鶏がら
スープをじっくり煮込み、牛肉と
野菜に独自のスパイスを加えま
した。おばんざい定食は地産地
消を心掛け、少しずつ和の食材
を白い器に盛り付けています。
笑顔の絶えない家庭的なお店
で、ぜひご賞味ください。

提供：カフェレスト駅カフェ
　　  （市内字引土17番地、

　　  ☎76・2552）

問題
１
問題
2

問題
3

　舞鶴の特産品やお土産などを抽選でプレゼントします。
問題の○に当てはまる文字や数字をお答えください。
ヒントは紙面の中に。

▪「広報まいづる」について、あなたの満足度は、次の①～④のうち
どれですか？

　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
▪今月号の広報まいづるで一番面白かった記事を教えてください。
▪今月号の広報まいづるで分かりにくかった記事を教えてください。

【４月号の答え】
①伊佐津川　②４　③浮世絵

「はがき」か「市ホームページ応募フォーム」で①クイズの答え②「広報まいづる」アンケートの回答③住所④氏名（ふ
りがな） ⑤年齢⑥電話番号⑦広報紙や市政へのご意見などを記入し、５月 25 日㈮（消印有効）までに広報広聴課へ。
※応募は１人１通。当選者は全問正解者の中から抽選のうえ決定。発表は発送をもって代えさせていただきます。
※お寄せいただいた感想、ご意見は、匿名で広報紙に掲載することがあります。アンケートやご意見の内容は抽選に影響しません。

応
募
方
法

クイズに答えてステキな商品を当てよう！

◆はがき　〒625-8555（住所不要）　舞鶴市役所広報広聴課あて
◆市ホームページ応募フォーム
　（https://www.city.maizuru.kyoto.jp/jform/quiz.html）

広報クイズ
「まいづる家」の家計簿
平成30年度舞鶴市の○○

組織改編と○○異動

新連載「ウオッチ○○○カンパニー」では
市内の企業を紹介

【広報まいづるアンケート】
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　イチゴは野菜か果物か…。調べてみるとバラ科の植
物だそうです。分類的には野菜ですが、認識的には果
物というのが一般のイチゴ論ではないでしょうか。
　舞鶴でも「章姫」と「紅ほっぺ」という品種が作ら
れています。「章姫」は糖度が高く、酸味も少ない。
また「紅ほっぺ」は中まで鮮赤色なのが特長です。
　今回のレシピは舞鶴産のいちごを使ったスイーツ
です。　　　

【協力】谷口久美子（食生活指導士）

❖粉寒天…４㌘
❖米粉…大さじ２
❖砂糖…60㌘
❖抹茶…小さじ１
❖水…300cc

１人分 132㌔㌍　塩分0.5㌘
 Vol.23

❖牛乳…300cc
❖塩…小さじ1/3
❖イチゴ…80㌘
❖レモン汁…少々

①イチゴは洗って２個は飾り用としてヘタ付きのまま残し、
残りはヘタを取り除きレモン汁を加えてミキサーにかけ
る。抹茶は少量の湯で溶いておく。

②小鍋に粉寒天と水を入れて中火にかけ、へらでよくかき混
ぜ煮溶かし、沸騰したらすぐ火を止める。

③別の鍋に米粉、牛乳、砂糖、塩を入れて中火にかけ、へら
で絶えずかき混ぜながら加熱する。クリーム状になったら
火を止め、②を混ぜながら加えてよく混ぜ合わせる。

④ボウル３つに③を３等分に入れ、３分の１はそのまま（白
生地）、３分の１には抹茶（緑生地）を加える。残りの３分
の１は①のミキサーにかけたイチゴ（ピンク生地）を加え
てよく混ぜる。

⑤グラス４個に緑生地を等分によく混ぜながら流し入
れ、８分ほど置いて固まったら白生地を同様に流し
入れ、５分ほど置く。一番上にピンク生地を同様に
流し入れて上を平らにして冷蔵庫で５～ 10分冷や
す。飾り用のイチゴを４つ切りにして上に乗せる。

簡単レシピで手軽にヘルシー

まいづるレシピ帖
甘さひかえめイチゴ３色ムース

材料［４人分］

作り方

人権の輪 人権擁護委員は身近で心強い相談パートナー

　あなたの周りで「変なうわさを立てられて名誉や信用を失い
そう」「上司から自分だけいつも皆の前で大声で怒られる」「隣
の家から親の怒鳴り声や子どもの泣き声がよく聞こえてくる」
などといったことはありませんか。それはもしかすると人権が
脅かされている出来事なのかもしれません。あなたの人権が、「守
られていないのでは」と感じたとき、身近な相談者として人権
擁護委員がいます。
　人権擁護委員は地域住民の中から選ばれ、法務大臣から委嘱
された「身近で心強い相談パートナー」です。活動内容は、主
に人権相談や人権侵犯事件の調査救済、人権啓発活動で、地域
に密着した活動を行っています。現在、全国では約14,000人、
市には14人の委員が配置されています。人権相談には、いじ
めや虐待、差別、家庭内での問題、近隣間のもめごとなどいろ
いろありますが、委員は、その話を聞き内容によっては調査し、
関係機関を紹介したり、当事者間の調整など相談者を救済する
ために行動します。啓発活動では、代表的なものに「人権の花
運動」があります。委員が小学校などを訪問して花の種や球根
を配布し、子ども達が協力して花を大事に育てることでやさし

さと思いやりの心を育み、生命の尊さを実感しながら豊かな心
を育てていくことを目的としています。そのほか「人権教室」
や「中学生作文コンテスト」などの取り組みも行っています。
　人権擁護委員制度が昭和23（1948）年７月に発足し、今年
で70年になりますが「人権」という言葉からどんな印象を受
けますか。「何だか堅苦しくて難しいもの」「自分には関係ない
もの」でしょうか。それとも「とても大切なもの」でしょうか。
日本国憲法では、国民に「基本的人権」が保障されています。
それは、誰もが「健やかに」「幸せに」「平和に」暮らすことが
できるということです。「人権侵害ではないだろうか」と悩んだ
り、「こんなわずかなことくらい」と迷ったりしたときは、人権
擁護委員に相談してください。あなたの相談があなた自身や家
族、身近な人の未来を切り開く一歩になるかもしれません。▲

人権相談について詳しくは、法務局舞鶴支局（☎76・0858）へ。
※相談内容についての秘密は厳守されます。相談日は、31㌻に
　関連記事

《人権啓発推進室》
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　生活簡素化運動は「物」や「お金」優先の考え方
を改めて、「香典返し」や「病気見舞い返し」に多
額の費用を掛けず、人と人との心の触れ合いを大切
にしようという運動です。昭和56年に自治連・区長
連会長の呼び掛けで、市生活簡素化運動推進協議会
が発足され、以来全市的に取り組まれてきました。
市民の皆さんに一定定着し、葬儀会社で印刷される
礼状にも簡素化の主旨が掲載されたものが増えてき
ています。また、同協議会が販売しているはがきに
ついても在庫が無くなり次第終了します。
　今後とも、生活簡素化運動に
ご理解とご協力をよろし
くお願いします。
《舞鶴市生活簡素化運動推
進協議会（市民課内）》

皆さんこんにちは。国際交流員のレ・ア
ルトゥルです。

今回はウズベキスタンの食文化を紹介します。
舞鶴はお茶が有名で、５年連続で全国１位になったと聞きま

した。ちょうど５月がお茶を摘み取る時期のようですね。私も
舞鶴茶を飲みましたが、とても上品な味がしておいしかったで
す。今年はぜひ茶摘みにも参加したいと思います。

実は、ウズベキスタンにも古くからお茶の文化があります。
ウズベキスタンでは、油を多く使った料理がたくさんあるので、
食後にはさっぱりとした紅茶や緑茶がよく飲まれています。チ
ャイホナ（茶室）という普通のお店より安く、お茶と料理を楽
しめるファストフード店のようなレストランがたくさんありま
す。日本と飲み方が違うのは、緑茶に砂糖とレモン汁を入れ、
甘酸っぱい味付けをすることがあります。自動販売機で売られ
ているペットボトルのお茶も、日本のような緑茶は販売されて
いません。レモンやリンゴ、ラズベリーなど甘い味付けになっ
ています。また、日本では夏になると冷たいお茶を飲みますよ
ね。ウズベキスタンでは、暑くても冷たいお茶は飲まず、常温
または熱いお茶を飲みます。これが一般的な飲み方です。

ウズベキスタンと舞鶴でそれぞれのお茶の食文化交流を深め
られたらいいですね。　　　　　　　　　　《スポーツ振興課》

生活簡素化運動とは お茶の違い

国際交流員  レ・アルトゥル

ホタルカズラ（ムラサキ科）

山ガールやボルダリングの流行で
登山人気が続いていますが、夜景を
楽しむナイトハイキングのガイドブ
ックが本書です。アクセス情報はも
ちろん、山の難易度や感動指数も表
示されており、初心者から上級者ま
で楽しめます。「登山は心配」という
人には、車やロープウエーで行ける
スポットもあります。　 （西図書館）

たかがまんじゅう、されどまんじゅ
う。「甘くない」まんじゅう作りに格
闘した店や「材料惜しまず、手間惜し
まず」をモットーに、納得のいくまで
あきらめない店など小さな和菓子に心
血を注ぐ３軒の職人たちを紹介。おま
んじゅうが食べたくなりそうです。

　　　　　　　　　　　（東図書館）

山夜景をはじめて楽しむ人のため
の関西ナイトハイキング

堀 寿伸・松原 了太

まんじゅう屋列伝

弟子 吉治郎

▶詳しくは、東図書館（☎62・0190）、西図書館（☎75・5406）へ。

各地の日当たりが良く乾いた疎林や道端などに生え
る多年草。新枝は直立し、高さ 15 ～ 20㌢くらい、花
後に基部から横にはう花の付かない枝を出し、先端で
根を出し新株をつくる。葉は柄がなく長楕円形で長さ
２～６㌢、粗い毛がありざらついていて、冬も枯れない。
春、茎の先に径1.5㌢くらいの瑠璃色の花を数個付ける。
裂片の中央には白い隆起がある。

名前の由来は「蛍
ほたるかずら

蔓」で草の中に点々と咲く花を蛍
の光にたとえたもの。
【協力】 瓜生勝朗／市文化財保護委員（植物分野）

ウズベキスタンの文化くらしの豆知識

まいづる 花図鑑 vol
140

図書館だより 今月のおすすめ本



2018 広報まいづる 5月号 24

　
新
企
画
「
ウ
ォ
ッ
チ 

グ
ッ
ド 

カ
ン
パ

ニ
ー
」
で
は
、
舞
鶴
に
あ
る
企
業
や
仕
事

を
市
内
の
若
者
、
現
在
求
職
中
の
人
に
向

け
「
舞
鶴
の
働
く
場
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
第
１
回
は
、
喜
多
地
区
に
あ
る
和
幸
産

業
㈱
舞
鶴
工
場
で
、
工
場
長
の
坂
田
さ
ん

と
社
員
の
桐
川
さ
ん
に
職
場
環
境
や
求
め

る
社
員
像
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

桐
川
さ
ん　

職
場
環
境
は
良
い
と
思
い
ま

す
。
の
び
の
び
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
仕
事

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
相
談
を
し
た
上
で
、
許
可
を
も
ら
い
、

「
こ
う
し
た
い
」
と
い
う
自
分
の
思
い
で

作
業
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
多
く
、

上
手
く
い
っ
た
と
き
は
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。
大
き
な
会
社
と
比
べ
て
、
若
手
の
意

見
も
聞
い
て
も
ら
い
や
す
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

坂
田
さ
ん　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

の
せ
い
で
仕
事
が
う
ま
く
進
ま
な
い
と
い

う
状
況
は
良
く
な
い
で
す
よ
ね
。
大
き
な

会
社
な
ら
社
員
の
人
数
も
多
く
、
つ
な
が

り
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
う
ち
の
社
員
は
約
40

人
（
舞
鶴
工
場
）
な
の
で
社
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
し
っ
か
り
取
れ
て

い
ま
す
。
普
段
か
ら
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環

境
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
て
、
３
か
月
に

１
回
程
度
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
見
な
ど

と
い
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

▪
求
め
る
社
員
像

坂
田
さ
ん　

「
求
め
る
社
員
像
」
は
、
と

に
か
く
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
人
で

す
。
私
た
ち
が
手
掛
け
る
製
品
は
ほ
ぼ

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
、
多
種
多
様
な
作
業

工
程
が
あ
り
、
特
定
の
知
識
を
持
っ
て
い

る
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
難
し
い
と
思
い
込
み
「
自
分
に
は
無

理
だ
」
と
判
断
す
る
と
そ
の
人
自
身
の
成

長
も
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
つ
の
作

業
だ
け
に
興
味
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
人
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。

桐
川
さ
ん　

入
社
す
る
ま
で
、
図
面
を
見

た
こ
と
も
機
械
を
触
っ
た
こ
と
も
な
い
社

員
で
も
、
１
年
経
つ
と
レ
ー
ザ
ー
加
工
機

を
操
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
や
る
気

と
仕
事
へ
の
興
味
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん

吸
収
し
て
、
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
造
船
業
を
支

え
る
和
幸
産
業
㈱
舞
鶴
工
場
は
経
営
者
と

社
員
が
同
じ
思
い
を
掲
げ
な
が
ら
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
も
の
づ
く
り
を
行
う
「
グ
ッ

ド
！
」
な
会
社
で
す
。

和
幸
産
業
株
式
会
社 

舞
鶴
工
場

　本社を神戸に置き、主に船舶関連の製造と工事が

得意。舞鶴工場では船舶艤
ぎ そ う

装品を製造し、タンカー

船やフェリーなど中型船の艤装品を多く扱う。創業

当初は社内に製造部門はなく、船のメンテナンスが

中心だったが、かつて船乗りであった社長の「自社

でも製造したい」との思いから製造部門を立ち上げ

た。中国にある関連会社から製品をコンテナで輸

入するため、港の近くに立地することが大切という

ことから、６年前に舞鶴工場が新設された。

※船舶艤装品…手すりや階段のほか、甲板機械と呼
ばれる船のいかり、ロープを巻き上げる装置など船
の甲板上にあるさまざまな部品のこと

和幸産業㈱プロフィール

最重量で 10㌧弱ある船舶艤装品

インタビューに答えてくれた坂田さん（左）と桐川さん（右）

図面では 1,000
分の１単位の指
示もある直径を
測る検品作業ロープを巻き上げる機械

工場全景

Watch Good Company ！

艤装品の動作確認作業

メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
製
造
力
！
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運
動
や
健
康
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
人
気
の
高
い
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
。
道
具
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
必
要
な
く
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ほ
ど
呼
吸
や
足
腰
へ
の
負
担
も
な
い
こ
と

か
ら
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
短
時
間
に
高
い
効
果
を
得

ら
れ
る
ひ
と
工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
名
も
”
イ
ン
タ
ー
バ
ル
”
速
歩

た
だ
「
普
通
に
歩
く
」
だ
け
で
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
筋
力
や
持
久
力
は
あ
ま

り
変
化
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
考
案

さ
れ
た
方
法
が
「
ゆ
っ
く
り
歩
き
」
と
「
早
歩
き
」

を
一
定
の
数
分
間
、
交
互
に
繰
り
返
す
イ
ン
タ
ー
バ

ル
速
歩
で
す
。
持
久
力
や
筋
力
ア
ッ
プ
に
高
い
効
果

を
示
す
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
を
さ
っ
そ
く
実
践
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

”
や
や
き
つ
い
“
が
効
く

や
り
方
は
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
と
早
歩
き
を
交
互
に
繰

り
返
す
だ
け
で
す
。

早
歩
き
の
目
安
は
「
会
話
し
な
が
ら
歩
け
る
ぐ
ら
い
」。

１
人
で
歩
く
場
合
「
や
や
き
つ
い
」
と
感
じ
る
程
度
の

ペ
ー
ス
と
考
え
ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
歩
き
と
早
歩
き

を
そ
れ
ぞ
れ
３
分
で
１
セ
ッ
ト
と
し
、
５
セ
ッ
ト
（
計

30
分
）
を
１
日
の
目
安
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
効
果

を
実
感
し
や
す
く
な
る
頻
度
の
目
安
は
週
に
４
日
以
上

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
日
30
分
程
度
を
２
日
に
1
回

程
度
で
も
い
い
と
考
え
る
と
、
続
け
ら
れ
そ
う
な
気
が

し
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
継
続
す
る
こ
と
で

す
。
初
め
の
う
ち
は
無
理
せ
ず
、
１
～
２
分
間
ず
つ
の
イ

ン
タ
ー
バ
ル
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

継
続
の
鍵
は
ゆ
っ
く
り
歩
き

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
を
続
け
る
う
え
で
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
が
「
ゆ
っ
く
り
歩
き
」
で
す
。
早
歩
き

で
高
い
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然

高
い
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

体
力
や
年
齢
を
考
え
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
選
ん
だ

の
に
、
息
が
苦
し
い
、
膝
が
痛
い
な
ど
の
思
い
を

し
て
、
挫
折
し
て
し
ま
う
こ
と
は
一
番
も
っ
た
い

な
い
こ
と
で
す
。
負
荷
の
少
な
い
ゆ
っ
く
り
歩
き

を
は
さ
む
こ
と
で
適
度
な
休
息
と
な
り
、
呼
吸
の

乱
れ
や
筋
肉
の
疲
れ
が
取
れ
、
ま
た
早
歩
き
を
続

け
ら
れ
る
こ
と
が
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
が
長
続
き

す
る
秘
訣
で
す
。

三
日
坊
主
に
さ
よ
う
な
ら

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
を
続
け
る
こ
と
で
、
体
力
向

上
は
も
ち
ろ
ん
、
筋
力
が
付
く
こ
と
で
歩
行
時
の
衝

撃
を
筋
肉
で
吸
収
し
腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
5
か
月
間
の
継
続
で

高
血
圧
症
や
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
リ
ス

ク
が
改
善
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
継
続
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
、
日
々

の
運
動
の
記
録
を
取
る
こ
と
が
大
き
な
励
み
に
な
り
ま

す
。
記
録
と
い
う
と
歩
数
計
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、

現
在
は
歩
数
や
距
離
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
自
動
的
に

送
信
記
録
さ
れ
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
活
動
量
計
が
人
気
で
、

心
拍
数
な
ど
を
計
れ
る
高
性
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
で
結
果
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

健康教室と相談カレンダー 問 健康づくり課（☎65・0065）
対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ５月21日㈪
９時30分～11時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談 など なし 無料 不要

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

２歳６か月児 H27.10.24～11.12生まれ ５月17日㈭
９時～10時45分

❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布 

先着
各20人 300円 16日㈬まで

に電話で２歳児 H28.4.28～5.28生まれ

離乳食教室 ５～６か月児の保護者 ５月25日㈮
14時～15時30分 離乳食の話と試食 先着

15人 無料 前日までに
電話で

助産師相談 妊産婦、新生児・乳児 ５月16日㈬
９時～11時

妊娠中の相談、
産後や子育ての相談 なし 無料 不要

ホ
ッ
ト
な

健
康
情
報
を
お
届
け
！

問 

健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６
５
）

顔をあげて、目線は前

お腹に力を入れる
意識を

腕を振る
（特に引くとき）

背筋を伸ばす

かかと→指の付け根
→足の指が地面につ
くように体重移動

軽く息がはずむ速さ
で３分間歩いたら
ゆっくり３分歩く

肩甲骨を動かすよ
うな意識で
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ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
５
月
22
日
㈫
12
時
10
分
〜
12
時
50
分
場
市
役
所
市

民
ホ
ー
ル
内
福
場
史
子
さ
ん
、細
谷
み
か
さ
さ
ん
に
よ

る
マ
リ
ン
バ
・
ピ
ア
ノ
の
演
奏「
剣
の
舞
」「
情
熱
大
陸
」

懐
か
し
の
曲
メ
ド
レ
ー
な
ど

問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
５
月
16
日
㈬
11
時
〜
11
時
20
分
内
わ
ら
べ
う
た
あ

そ
び
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

対
０
〜
２
歳
児

▪
お
は
な
し
の
部
屋 

「
ド
キ
ド
キ
ル
ン
ル
ン
春
の
お
は
な
し
」

時
５
月
19
日
㈯
10
時
30
分
〜
11
時
内
昔
話
の
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど
対
小
学
生

▪
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
６
月
２
日
㈯
11
時
〜
11
時
20
分
内
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上
の
子
ど
も

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

▪
読
書
会

時
６
月
４
日
㈪
13
時
30
分
〜
15
時

内
三
浦
し
を
ん
著『
神
去
な
あ
な
あ
夜
話
』

▪
お
た
の
し
み
会

時
６
月
６
日
㈬
11
時
〜
11
時
30
分
内
人
形
劇
や
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
対
２
〜
５
歳
児

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
６
月
12
日
㈫
11
時
〜
11
時
20
分

内
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

対
０
〜
２
歳
児

サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

（
☎
63
・
３
０
０
８
、FAX 

62
・
９
５
４
６
）

▪
森
本
芳
月 

川
柳
サ
ー
ク
ル
展

時
５
月
３
日
㈷
〜
６
月
６
日
㈬
10
時
〜
16
時

▪
こ
だ
ま
会
の
朗
読

時
５
月
８
日
㈫
12
時
30
分
〜
13
時

▪
神
心
流
貴
風
支
部
北
吸
教
場
の
詩
吟

時
５
月
14
日
㈪
12
時
30
分
〜
13
時

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
５
月
18
日
㈮
13
時
30
分
〜
15
時
場
赤
れ
ん
が
２
号
棟

内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど
対
認
知
症
の
人
を
介
護

し
て
い
る
家
族
問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

京
都
府
北
部
7
市
町
合
同
企
業
説
明
会

時
５
月
21
日
㈪
12
時
30
分
〜
16
時
場
み
や
こ
め
っ
せ

（
京
都
市
）内
府
北
部
５
市
２
町
の
企
業
１
３
５
社
が
参

加
対
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
の
来
春
卒
業
予
定
者
、Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、一
般
求
職
者
、既
卒
未
就

職
者
他
履
歴
書
不
要
問
企
業
立
地
・
雇
用
促
進
課（
☎

66
・
１
０
２
１
）

加
佐
公
民
館 

（
☎
83
・
０
０
３
６
）

▪
旅
す
る
蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
観
察
会

時
５
月
26
日
㈯
９
時
〜
11
時（
雨
天
時
は
翌
日
）

場
神
崎
浜
海
水
浴
場

内
ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
に
飛
来
す
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
観
察

し
、マ
ー
キ
ン
グ
に「
チ
ョ
ウ
戦
」

講
山
段
眞
彦
さ
ん
定
先
着
50
人

申
５
月
24
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

▪
そ
ば
打
ち
教
室

時
６
月
２
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
内
地
元
舞
鶴

茶
を
使
っ
た
茶
そ
ば
打
ち
講
眞
下
勝
視
さ
ん
対
市
内

在
住
の
成
人
定
先
着
10
人
料
１
，０
０
０
円（
材
料
代
）

申
５
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム（
☎
68
・
０
２
３
３
）

▪
葦
谷
砲
台
跡
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

時
５
月
３
日
㈷
・
６
日
㈰
10
時
か
ら
定
先
着
20
人（
最

少
催
行
人
数
５
人
）
料
１
，０
０
０
円（
軽
食
や
お
茶
、

保
険
料
含
む
）申
前
日
ま
で
に
電
話
で
。

▪
羊
の
毛
刈
り
見
学
会

時
５
月
４
日
㈷
・
５
日
㈷
11
時
か
ら

他
５
日
13
時
か
ら
は
羊
の
赤
ち
ゃ
ん
の
命
名
式
も

▪
羊
の
お
絵
か
き
ク
ッ
キ
ー
体
験

時
５
月
３
日
㈷
〜
６
日
㈰
料
５
０
０
円

他
当
日
受
け
付
け（
14
時
ま
で
）

大
庄
屋
上
野
家

▪
蔵
の
小
さ
な
展
覧
会
木
版
画
展
‐
木
版
画
の
日
々
‐

時
５
月
29
日
㈫
ま
で
９
時
〜
17
時

問
加
佐
地
域
農
業
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
☎
60
・

８
２
０
０
、FAX 

60
・
８
２
０
１
）

▪
タ
イ
式
ヨ
ガ
＆
ビ
ー
ガ
ン
ラ
ン
チ

時
５
月
19
日
㈯
、６
月
２
日
㈯
・
９
日
㈯
11
時
〜
14
時

定
先
着
各
７
人
料
３
，５
０
０
円
申
実
施
日
の
４
日

前
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

▪
神
崎
の
土
付
き
ら
っ
き
ょ
う
予
約
販
売
会

時
５
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
９
時
〜
17
時

料
１
㌔
㌘
３
０
０
円（
洗
い
ら
っ
き
ょ
う
３
０
０
㌘
相
当
）

申
５
月
15
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

▪
神
崎
ら
っ
き
ょ
う
の
収
穫
体
験
＆
酢
漬
け
作
り

時
６
月
３
日
㈰
９
時
〜
12
時
場
神
崎
地
区
の
農
地

定
先
着
15
組
料
１
，２
０
０
円
他
終
了
後
に
地
元
産

の
野
菜
を
味
わ
う
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー（
別
料
金
）あ
り

申
５
月
29
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

▪
大
江
山
一
斉
登
山

時
５
月
27
日
㈰
８
時
30
分
か
ら
場
大
江
山
グ
リ
ー
ン

ロ
ッ
ジ（
福
知
山
市
）ほ
か
内
千
丈
ヶ
嶽（
大
江
山
）ま
で

を
往
復
定
先
着
３
０
０
人

申
５
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

略語の見方　時＝日時　場＝場所・会場　内＝内容　講＝講師　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金　 
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料  無料　他 特になし　申 不要

5
月
の
お
知
ら
せ

　

催
し



舞鶴市からのお知らせ
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大
浦
の
農
漁
村
体
験

時
５
月
26
日
㈯
、９
月
29
日
㈯
10
時
か
ら

場
西
屋
集
会
所
集
合
内
田
植
え
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗

植
え
、地
引
き
網
・
陶
芸
体
験
な
ど

定
先
着
各
30
人

料
４
，０
０
０
円（
昼
食
付
き
、１
回
の
場
合
は
半
額
）。

小
学
生
以
下
は
無
料（
保
護
者
同
伴
）。
陶
芸
体
験
に
は

別
途
１
，０
０
０
円
が
必
要
。

他
Ｊ
Ｒ
東
舞
鶴
駅
か
ら
無
料
送
迎
あ
り

申
５
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
ふ
る
さ
と

大
浦
21
の
永
野
さ
ん（
☎
・
FAX 

68
・
０
７
７
６
）へ
。

自
然
文
化
園 

（
☎
68
・
１
１
８
７
）

▪
春
の
花
と
山
野
草
展

時
５
月
12
日
㈯
〜
20
日
㈰
９
時
〜
17
時

内
園
内
に
自
生
す
る
山
野
草
を
展
示

▪
星
空
観
察
会

時
５
月
19
日
㈯
18
時
30
分
〜
21
時（
雨
天
時
は
翌
日
）

定
先
着
30
人
料
３
０
０
円

申
電
話
で
同
園
へ
。

赤
れ
ん
が
バ
ザ
ー
ル

時
６
月
３
日
㈰
10
時
〜
15
時
場
赤
れ
ん
が
４
号
棟

内
手
づ
く
り
雑
貨
・
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
・
体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど
問
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク（
☎
66
・
１
０
９
６
）

赤
れ
ん
が
博
物
館
こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト

時
５
月
５
日
㈷
９
時
〜
17
時
内
当
日
は
入
館
料
無
料
。

11
時
〜
15
時
に
オ
ジ
ャ
バ
ン
ド
と
ｈ
＆
ｍ
の
演
奏
、れ

ん
が
窯
焼
き
ピ
ザ
な
ど
の
販
売
も
。

問
赤
れ
ん
が
博
物
館（
☎
66
・
１
０
９
５
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
２
３
３
）

▪
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
ス
タ
ッ
フ
講
習

時
５
月
21
日
㈪
・
22
日
㈫
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

対
60
歳
以
上
で
両
日
と
も
に
参
加
で
き
、講
習
後
入
会

と
就
業
を
希
望
す
る
人
定
15
人（
多
数
の
場
合
選
考
）

申
５
月
７
日
㈪
ま
で
に
所
定
の
用
紙（
同
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
）で
。

▪
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
作
品
展
〜
森
の
妖
精
た
ち
〜

時
５
月
21
日
㈪
〜
31
日
㈭
10
時
〜
14
時

総
合
文
化
会
館 

（
☎
64
・
０
８
８
０
）

▪
花
形
狂
言
２
０
１
８
〜
真
夏
の
狂
言
大
作
戦
！
〜

 

５
月
26
日
㈯
チ
ケ
ッ
ト
販
売

時
８
月
25
日
㈯
14
時
か
ら

内
茂
山
千
五
郎
、
茂
山
宗
彦
、
茂
山
茂
、
茂
山
逸
平
、

茂
山
童
司
対

３
歳
以
上
料
全
席
指
定 

一
般
３
，

０
０
０
円
、高
校
生
以
下
１
，０
０
０
円
※
友
の
会
会
員

は
前
売
り
の
み
１
会
員
４
枚
ま
で
１
割
引
き

▪
０
歳
か
ら
の
ニ
コ
ニ
コ
コ
ン
サ
ー
ト　

　

サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
×
ピ
ア
ノ

時
６
月
14
日
㈭
10
時
30
分
か
ら
場
城
南
会
館

内
ク
ワ
チ
ュ
ー
ル
・
ベ
ー
の
サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
と

中
川
賢
一
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
対
０
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
定
先
着
20
組
申
電
話
で
同
館
へ
。

▪
舞
鶴
市
文
化
団
体
育
成
支
援
事
業
募
集

対
次
に
該
当
す
る
団
体
❖
小
ホ
ー
ル
に
ふ
さ
わ
し
い

人
数
、演
奏
形
態
で
入
場
無
料
の
公
演
が
で
き
る
❖
過

去
３
年
間
に
自
主
公
演
を
し
て
い
な
い
❖
１
時
間
以
上

の
公
演
が
で
き
る
❖
３
年
以
上
の
活
動
歴
が
あ
る
な
ど

定
３
組
程
度（
多
数
の
場
合
抽
選
）申
12
月
28
日
㈮
ま

で
に
所
定
の
用
紙（
同
館
備
え
付
け
）で
。

朗
読
コ
ン
サ
ー
ト

時
５
月
20
日
㈰
13
時
か
ら

場
赤
れ
ん
が
２
号
棟

内
「
魔
女
の
宅
急
便
」や「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
‐
い
の

ち
の
旅
‐
」、「
千
利
休
と
そ
の
妻
た
ち
」、「
さ
ぶ
」な
ど
。

明
倫
小
学
校
の
児
童
が
特
別
出
演
他
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
こ
だ
ま
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催

問
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
62
・
７
０
４
４
）

名
水
杉
山
楽
校（
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
）

時
５
月
23
日
㈬
10
時
か
ら
場
杉
山
菜
房

定
先
着
15
人
料
１
，８
０
０
円

申
５
月
13
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
名
水
杉
山
楽
校
の

松
岡
さ
ん（
☎
０
９
０
・
５
１
２
６
・
３
３
１
９
）へ
。

地
球
の
ス
テ
ー
ジ
〜
平
和
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
〜
＆
東
日
本
大
震
災
の
語
り
部

時
５
月
26
日
㈯
13
時
〜
15
時
場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

内
医
師
の
桑
山
紀
彦
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
や
閖
上
中
遺
族
会

の
大
川
ゆ
か
り
さ
ん
に
よ
る
講
演
な
ど

料
１
，
２
０
０
円
（
前
売
り
は
２
０
０
円
引
き
、
高
校

生
以
下
半
額
）
他
無
料
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

問

実
行
委
員
会
の
橋
本
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

５
６
６
５
・
１
９
０
２
）

尺
八
本
曲
全
国
献
奏
大
会

時
６
月
３
日
㈰
９
時
〜
16
時

場
青
葉
山
中
山
寺（
髙
浜
町
）
問
上
田
流
尺
八
道
竹
龍

会
の
中
村
さ
ん（
☎
62
・
１
０
６
６
）

舞
鶴
山
城
研
究
会
オ
ー
プ
ン
探
訪
会

時
５
月
27
日
㈰
〜
来
年
３
月
３
日
㈰
に
計
７
回
、
９

時
か
ら
（
５
月
27
日
は
14
時
〜
16
時
）
場
西
総
合
会
館

集
合
ほ
か
内
舞
鶴
の
５
つ
の
山
城
（
志
高
・
女
布
・
溝

尻
・
亀
岩
・
余
部
上
）
を
登
る
（
初
回
は
講
演
会
）

他
各
回
だ
け
の
参
加
も
可
問
舞
鶴
山
城
研
究
会
の

廣
瀬
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
６
２
４
０
・
８
９
５
１
）

城
下
町
掘
り
出
し
物
市

時
５
月
27
日
㈰
10
時
〜
14
時
場
西
総
合
会
館

内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
24
店
舗
が
出
店
予
定

問
西
地
区
多
機
能
施
設（
☎
77
・
１
２
１
２
）

《
出
店
者
を
募
集
》対
20
歳
以
上
の
個
人
か
グ
ル
ー

プ（
販
売
業
者
な
ど
は
不
可
）定
先
着
24
組
料
１
ブ
ー

ス
１
，０
０
０
円
申
電
話
で
同
施
設
へ
。

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

時
５
月
３
日
㈷
10
時
〜
15
時
場
青
葉
山
ろ
く
公
園

内
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
を
使
っ
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。

昔
の
あ
そ
び
や
野
外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
も
問
市
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
の
脇
坂
さ
ん（
☎
63
・
４
６
３
７
）

公式ムービーチャンネル（ユーチューブ）
観光・イベント・スポーツなどに関する
舞鶴の魅力を PR する動画など

市公式 Facebook
イベントなどの旬な情報をお届け

Facebook（フェイスブック）

　市では、ウオーキングによる健康づくりに
取り組んでいます。今年はお腹まわりが気に
なる20歳以上２人１組（うち１人は国保加入
者）を対象に実施。ぜひご参加ください。

ペアマッチ　　　　を開催

【実施期間】６〜７月
【内容】最新のウエアラブル活動量計を
身に付けて２か月間の歩数を競う

【対象】市内在住の20歳以上のペア(た
だし、１人は国保加入者で昨年度、市の
健診を受けた人)

【定員】50組100人
【料金】１組600円
【その他】スマホかタブレットが必要。参
加者にはウエアラブル活動量計を貸し出し。
成績優秀ペアは表彰します。
賞品の進呈も。

【申し込み方法】５月18日
㈮までに電話で健康づく
り課（☎65・0065）へ。
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全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
名
人
戦 

京
都
府
両
丹
大
会

時
６
月
３
日
㈰
10
時
か
ら
場
城
南
会
館

対
府
北
部
両
丹
地
区
在
住
の
人
料
一
般
２
，０
０
０
円

（
支
部
会
員
は
１
，５
０
０
円
）、学
生
１
，０
０
０
円

問

日
本
将
棋
連
盟
舞
鶴
支
部
の
山
口
さ
ん（
☎

０
９
０
・
２
０
６
１
・
０
２
３
１
）

い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

▪
南
公
民
館（
☎
62
・
０
２
８
８
）

時
５
月
17
日
㈭
〜
12
月
６
日
㈭
に
計
９
回

▪
東
公
民
館（
☎
62
・
１
２
３
７
）

時
５
月
17
日
㈭
〜
11
月
８
日
㈭
に
計
10
回

▪
加
佐
公
民
館（
☎
83
・
０
０
３
６
）

時
５
月
17
日
㈭
〜
12
月
13
日
㈭
に
計
９
回

▪
大
浦
会
館（
☎
68
・
２
０
１
０
）

時
５
月
25
日
㈮
〜
12
月
14
日
㈮
に
計
８
回

▪
城
南
会
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）

時
６
月
12
日
㈫
〜
12
月
11
日
㈫
に
計
６
回

▪
西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
）

時
６
月
21
日
㈭
〜
11
月
８
日
㈭
に
計
10
回

▪
中
央
公
民
館（
☎
62
・
０
４
０
０
）

時
６
月
21
日
㈭
〜
11
月
29
日
㈭
に
計
８
回

〈
共
通
〉時
13
時
30
分
〜
15
時
内
健
康
や
医
療
、歴
史

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

対
各
公
民
館
地
域
在
住
の
60
歳
以
上

申
電
話
で
対
象
公
民
館
へ
。

陶
芸
館 

（
☎
64
・
３
２
６
３
）

▪
夜
間
手
び
ね
り
初
心
者
教
室

時
５
月
30
日
〜
８
月
22
日
の
水
曜
日
に
計
６
回
、18
時

30
分
〜
20
時
30
分

定
20
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
６
，５
０
０
円
申
５
月
23
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

▪
手
び
ね
り
自
由
作
品
教
室

時
５
月
30
日
〜
10
月
10
日
の
水
曜
日
に
計
８
回
、13
時

30
分
〜
15
時
30
分
定
15
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
６
，０
０
０
円（
土
代
が
別
途
必
要
）

申
５
月
23
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

▪
親
子
陶
芸
教
室（
手
び
ね
り)

時
６
月
30
日
㈯
10
時
か
ら
と
13
時
30
分
か
ら
定
先
着

各
16
組
料
７
０
０
円（
小
学
生
以
下
は
６
０
０
円
）

申
６
月
５
日
㈫
か
ら
電
話
で
。

▪
親
子
陶
芸
教
室（
ろ
く
ろ)

時
７
月
１
日
㈰
10
時
か
ら
と
13
時
か
ら
、15
時
か
ら

定
先
着
各
５
組
料
１
組
１
，５
０
０
円

申
６
月
５
日
㈫
か
ら
電
話
で
。

東
公
民
館 

（
☎
62
・
１
２
３
７
）

▪
舞
鶴
産
た
っ
ぷ
り「
初
夏
の
料
理
教
室
」

時
５
月
22
日
㈫
９
時
30
分
〜
12
時
場
南
公
民
館

講
堀
祥
子
さ
ん
料
１
，５
０
０
円（
材
料
費
）

申
５
月
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

▪
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

時
６
月
16
日
㈯
13
時
30
分
か
ら
場
総
合
文
化
会
館

講
﨑
山
文
子
さ
ん
料
３
，５
０
０
円（
材
料
費
）

申
６
月
６
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

〈
共
通
〉対
市
内
在
住
の
人
定
先
着
20
人

西
公
民
館 

（
☎
75
・
６
５
０
１
）

▪
健
や
か
料
理
教
室

時
５
月
23
日
〜
11
月
28
日
の
水
曜
日
に
計
７
回
、９
時

15
分
〜
12
時
対
50
歳
以
上
料
１
回
８
０
０
円（
材
料
費
）

申
５
月
16
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

▪
こ
ど
も
オ
ヤ
ツ
づ
く
り
教
室

時
６
月
２
日
㈯
９
時
30
分
〜
12
時

対
小
学
４
〜
６
年
生
料
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
５
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

〈
共
通
〉場
西
総
合
会
館
講
は
ま
な
す
会
定
先
着
20
人

大
浦
会
館 

（
☎
68
・
２
０
１
０
）

▪
簡
単
お
う
ち
de
パ
ン
つ
く
り

時
６
月
16
日
㈯
９
時
30
分
〜
12
時
内
ベ
ー
コ
ン
＆
ペ

ッ
パ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
ン
な
ど
定
先
着
12
人

▪
そ
ば
打
ち
教
室

時
６
月
20
日
㈬
９
時
30
分
〜
12
時
定
先
着
15
人

〈
共
通
〉対
市
内
在
住
の
成
人

料
１
，０
０
０
円（
材
料
費
）

申
５
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

時
５
月
19
日
〜
10
月
６
日
の
第
１
・
３
土
曜
日
に
計
10

回
、９
時
30
分
〜
11
時
30
分
場
身
障
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
か
在
勤
、在
学
の
15
歳
以
上

定
先
着
20
人
料
１
，５
０
０
円

申
５
月
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
福
祉
・

国
民
年
金
課（
☎
66
・
１
０
３
３
、FAX 

62
・
７
９
５
７
）へ
。

消
防
本
部

▪
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

時
５
月
16
日
㈬
18
時
〜
21
時
場
西
消
防
署

定
先
着
30
人
申
電
話
で
東
消
防
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）

か
西
消
防
署（
☎
77
・
０
１
１
９
）へ
。

▪
救
急
講
習（
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
コ
ー
ス
）

時
５
月
17
日
㈭
18
時
〜
19
時
場
東
消
防
署
・
防
災
セ

ン
タ
ー
定
先
着
30
人

申
電
話
で
東
消
防
署
か
西
消
防
署
へ
。

▪
防
火
安
全
講
習

時
５
月
９
日
㈬
、７
月
５
日
㈭
、９
月
１
日
㈯
10
時
〜

11
時
30
分
場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

内
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
防
火
管
理
体
制
や
火
気
器
具

の
取
り
扱
い
な
ど
の
講
習
・
実
技

申
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
所
定
の
用
紙（
東
・
西

消
防
署
備
え
付
け
。
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
。

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

■ 田辺城資料館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
■ 総合文化会館、陶芸館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　
■ 東・文化公園体育館　第３木曜日　　■ ふるさと発見館（郷土資料館）第３水曜日

施設の休館日

　

教
室
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要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
前
期
）

時
６
月
16
日
㈯
〜
８
月
４
日
㈯
に
計
８
回
、10
時
〜
16

時
20
分（
初
回
の
み
９
時
45
分
〜
16
時
30
分
）

場
身
障
セ
ン
タ
ー
な
ど
対
次
の
条
件
を
満
た
す
人

❖
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
❖
府
主
催
の
後
期
講

座
を
受
講
後
、府
に
登
録
し
活
動
可
能
❖
パ
ソ
コ
ン
要

約
筆
記
希
望
者
は
１
分
間
に
70
文
字
以
上
入
力
可
能
で

基
本
操
作
が
で
き
る
定
先
着
20
人

料
３
，４
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
６
月
１
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
、
職
業
を
聴
言
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・

３
９
１
１
、FAX 

64
・
３
９
１
２
）へ
。

赤
れ
ん
が
博
物
館
市
民
講
座

時
５
月
20
日
㈰
14
時
〜
15
時
30
分
内
赤
れ
ん
が
博
物

館
顧
問
で
北
翔
大
教
授
の
水
野
信
太
郎
さ
ん
に
よ
る
講

演「
れ
ん
が
の
知
識
・
見
わ
け
方
」シ
リ
ー
ズ『
れ
ん
が

の
製
造
工
程
〜
つ
く
り
方
と
焼
き
あ
げ
方
〜
』

定
先
着
30
人

申
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
66
・
１
０
９
５
）へ
。

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

▪
コ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ヨ
ガ

時
毎
週
火
曜
日
、
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
場
文
化
公

園
体
育
館
講
小
島
純
子
さ
ん
料
１
回
７
０
０
円

▪
楽
楽
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

時
５
月
７
日
か
ら
毎
週
月
曜
日
、14
時
15
分
〜
15
時

場
東
体
育
館
講
西
村
か
お
る
さ
ん
料
１
回
７
０
０
円

▪
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

時
５
月
17
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
計
７
回
、19
時
〜
21
時

場
東
舞
鶴
公
園
定
先
着
40
人

料
５
，０
０
０
円

▪
弓
道
教
室

時
６
月
５
日
〜
７
月
５
日
の
毎
週
火
・
木
曜
日
に
計

10
回
、18
時
30
分
〜
20
時
30
分

場
東
舞
鶴
公
園
定
先
着
15
人
料
３
，０
０
０
円

「
は
ま
な
す
会
」男
性
料
理
教
室

▪
中
央
公
民
館

時
６
月
６
日
㈬
と
10
月
10
日
㈬
10
時
〜
13
時

申

５
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
伊
藤
さ
ん（
☎

０
９
０
・
５
２
４
１
・
７
１
１
２
）へ
。

▪
城
南
会
館

時
６
月
６
日
㈬
と
９
月
５
日
㈬
10
時
〜
13
時
申
５
月

31
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
亀
田
さ
ん（
☎
75
・
０
７
４
３
）へ
。

▪
加
佐
公
民
館

時
６
月
21
日
㈭
と
10
月
18
日
㈭
10
時
〜
13
時

申
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
井
之
本
さ
ん（
☎
82
・

５
０
７
５
）へ
。

〈
共
通
〉内
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
味
噌
カ
ツ
や
焼
き
野
菜
の

さ
っ
ぱ
り
浸
し
、わ
か
め
ス
ー
プ
な
ど

対
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
男
性
定
先
着
各
20
人

料
１
回
７
０
０
円

観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

時
５
月
15
日
㈫
〜
７
月
24
日
㈫
に
計
８
回
、19
時
〜
21

時
ほ
か
場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
ほ
か
講
け
や
き
の
会

対
市
内
在
住
か
在
勤
、在
学
の
18
歳
以
上

定
先
着
20
人
料
１
，０
０
０
円
申
５
月
11
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
６
８
０
０
）へ
。

舞
鶴
赤
十
字
病
院（
☎
75
・
１
９
２
０
）

▪
糖
尿
病
教
室

時
５
月
16
日
㈬
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

内
理
学
療
法
士
の
青
木
敏
晃
さ
ん
に
よ
る
講
演「
寝
た

き
り
予
防
に
も
つ
な
が
る
運
動
」

▪
赤
十
字
健
康
生
活
支
援
短
期
講
習

時
５
月
23
日
㈬
13
時
〜
14
時
内
赤
十
字
健
康
生
活
支

援
講
習
指
導
員
の
吉
川
久
美
子
さ
ん
に
よ
る
講
演「
高

齢
者
介
護
〜
安
全
な
車
い
す
移
乗
の
し
か
た
〜
」

「
人
権
ど
こ
で
も
講
座
」 

人
権
講
座
の
講
師
謝
礼
を
補
助

対
市
内
在
住
で
組
織
す
る
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
団
体

定
先
着
10
団
体
程
度

申
所
定
の
用
紙（
人
権
啓
発
推
進
室
に
備
え
付
け
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
同
室
へ
。

問
同
室（
☎
66
・
１
０
２
２
）

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

コ
ー
ス
案
内
や
休
憩
所（
加
佐
地
区
）で
給
水
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
。

時
６
月
３
日
㈰
６
時
〜
９
時
ご
ろ

申
５
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
観
光
商

業
課（
☎
66
・
１
０
２
４
、FAX 

62
・
９
８
９
１
）へ
。

ク
イ
ー
ン
ま
い
づ
る

　

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
な
ど
を
行
う
ク
イ
ー
ン
ま

い
づ
る
を
募
集
。
任
期
は
１
年
。

対
市
内
在
住
か
出
身
の
18
歳
以
上
の
女
性（
高
校
生
不
可
）

定
３
人（
書
類
選
考
と
面
接
）申
６
月
６
日
㈬
17
時
ま
で

問
実
行
委
員
会
事
務
局（
商
工
会
議
所
内
、
☎
62
・

４
６
０
０
）

市
営
住
宅
の
入
居
者

　

募
集
は
白
鳥
団
地
ほ
か
。
入
居
予
定
は
８
月
。
申
し

込
み
資
格
は
次
の
と
お
り
。

❖
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る

❖
市
内
在
住
か
在
住
予
定

❖
市
の
定
め
る
基
準
以
下
の
収
入

❖
本
人
を
含
め
２
人
以
上
の
親
族（
婚
姻
と
同
様
の
関

係
に
あ
る
人
を
含
む
）が
同
時
に
入
居
で
き
る（
一
部
団

地
は
単
身
入
居
可
の
予
定
）

❖
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

❖
本
人
と
同
居
人
が
暴
力
団
員
で
な
い

❖
連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要

　

案
内
書
を
５
月
21
日
㈪
か
ら
都
市
計
画
課
と
西
支
所

総
務
係
で
配
布
。

申
６
月
４
日
㈪
〜
８
日
㈮
に
同
課
へ
持
参
。

問
都
市
計
画
課（
☎
66
・
１
０
５
０
）

■ 中央公民館　第４月曜日　　■ 南・加佐公民館、大浦・城南会館　毎週月曜日
■ 東公民館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　　■ 西公民館　第３水曜日
■ 東図書館　毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
■ 西図書館　毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の休館日

　

募
集

４車線になる新しい高速道路の車道を歩こう

「きて みて 歩いて舞若道」

　舞鶴若狭
自動車道の
綾部 PA 〜
舞鶴西 IC 間

（4.7㌔㍍）の
４車線化工
事が進んでいることから、工事中の車道を
歩くウオーキングイベントを開催。無料。申
し込み不要。

【日時】５月19日㈯９時30分〜13時（受け付
けは８時30分〜10時30分）

【受付場所】綾部市総合運動公園（駐車場有）
【内容】舞鶴若狭自動車道（伊佐津川橋〜黒谷
真倉トンネル間）の片道約３㌔㍍を歩く。

【その他】受付場所からスタート地点までは
徒歩で移動（片道約２㌔㍍）。小学生以下は
保護者同伴。

【問い合わせ先】建設総務課（☎66・1052）へ。

舞鶴若狭自動車道４車線化事業ウオーキング

伊佐津川橋
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由
良
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　

由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄
な
ど
、日
常
生
活
で

気
付
い
た
河
川
の
情
報
提
供
対
由
良
川
付
近
在
住
の

20
歳
以
上
定
若
干
名（
多
数
の
場
合
選
考
）
他
任
期
は

７
月
１
日
〜
来
年
６
月
30
日

申
６
月
１
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
福
知
山
河

川
国
道
事
務
所（
☎
０
７
７
３
・
22
・
５
１
０
４
、FAX

０
７
７
３
・
23
・
６
７
４
１
）へ
。

海
自
技
術
海
上
幹
部
な
ど

▪
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

時
試
験
は
６
月
25
日
㈪
対
大
卒
以
上
の
人（
応
募
資

格
・
年
齢
は
要
問
合
わ
せ
）申
５
月
25
日
㈮
ま
で

▪
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹

時
試
験
は
６
月
22
日
㈮
対
20
歳
以
上
の
人
で
国
家
免

許
資
格
取
得
者
な
ど
申
５
月
25
日
㈮
ま
で

▪
自
衛
官
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）

対
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

他
職
種
・
職
域
、福
利
厚
生
、学
生
生
活
な
ど
事
前
個

別
説
明
も
可
申
早
め
に
お
電
話
を
。

〈
共
通
〉問
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
舞
鶴
地
域
事

務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
教
室 

「
ら
く
ら
く
ヨ
ー
ガ
」

時
５
月
25
日
㈮
10
時
〜
11
時
30
分
場
総
合
文
化
会
館

講
大
槻
祐
子
さ
ん
対
子
育
て
中
の
母
親
定
先
着
30
人

他
託
児
あ
り
申
５
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
東
公
民

館（
☎
62
・
１
２
３
７
）へ
。

健
や
か
子
育
て
教
室 

「
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
で
オ
シ
ャ
レ
」

時
６
月
11
日
㈪
10
時
〜
11
時
30
分

場
西
総
合
会
館

講
塩
田
奈
緒
美
さ
ん

対
子
育
て
中
の
母
親

定
先
着
15
人
料
６
０
０
円（
材
料
費
）

他
無
料
託
児
あ
り
申
６
月
５
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
さ

る
な
ぁ
と（
☎
76
・
８
３
３
３
）へ
。

元
気
マ
マ
の
子
育
て
広
場

時
５
月
15
日
㈫
〜
12
月
14
日
㈮
に
計
８
回
、10
時
〜
12
時

場
南
公
民
館
内
子
ど
も
の
歯
み
が
き
や
お
や
つ
作
り
、

リ
ト
ミ
ッ
ク
あ
そ
び
な
ど
対
乳
幼
児
と
そ
の
母
親

定
先
着
30
組
他
託
児
あ
り
申
５
月
８
日
㈫
ま
で
に
電

話
で
同
館（
☎
62
・
０
２
８
８
）か
同
館
窓
口
へ
。

健
や
か
子
育
て
教
室

時
６
月
８
日
〜
９
月
14
日
の
金
曜
日
と
10
月
８
日
㈷

に
計
５
回
、10
時
〜
11
時
30
分
場
城
南
会
館

内
音
楽
や
身
体
を
使
っ
た
遊
び
、読
み
聞
か
せ
な
ど

対
６
か
月
〜
３
歳
未
満
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
20
人
他
託
児
の
あ
る
回
あ
り
申
５
月
25
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）へ
。

子
育
て
ひ
ろ
ば
昭
光
保
育
園　
　
　
　
　
　

よ
ち
よ
ち
広
場 

（
☎
63
・
４
８
２
１
）

▪
よ
ち
よ
ち
パ
ー
ク

時
５
月
18
日
㈮
10
時
〜
11
時
45
分

場
総
合
文
化
会
館
内
子
ど
も
服
・
育
児
用
品
・
お
も

ち
ゃ
な
ど
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

《
よ
ち
よ
ち
パ
ー
ク
出
店
抽
選
会
》

時
５
月
10
日
㈭
10
時
30
分
か
ら

場
よ
ち
よ
ち
広
場

内
５
月
18
日
の
出
店
者
を
抽
選
で
決
定

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー（
☎
62
・
０
１
０
３
）

▪
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時
５
月
19
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

内
多
胎
児
親
子
の
交
流
と
情
報
交
換
な
ど

対
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
親
と
そ
の
子
ど
も
、多
胎
児

を
妊
娠
中
の
人

▪
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時
５
月
29
日
㈫
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
読
み
か
た
り
、母
親
同

士
の
交
流
な
ど
対
０
〜
１
歳
児
と
そ
の
母
親

〈
共
通
〉場
中
総
合
会
館

ま
ん
ま
・
み
ー
あ

時
５
月
29
日
㈫
10
時
〜
14
時

場
赤
れ
ん
が
５
号
棟

内
テ
ー
マ
は「
マ
マ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
」。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ブ
ー
ス
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、子
育
て
相
談
・

お
薬
相
談
な
ど
約
50
店
舗
が
出
店
。

問
ま
ん
ま
・
み
ー
あ
メ
ン
バ
ー
ズ
の
小
島
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
１
１
３
０
・
９
９
５
６
）

５
月
は
消
費
者
月
間

　
「
と
も
に
築
こ
う 

豊
か
な
消
費
社
会
〜
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
〜
」を
テ
ー
マ
に
消
費
者
月
間
を
展
開
。

　

消
費
者
が
消
費
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
・
消
費
・
廃
棄

な
ど
を
考
え
、環
境
に
優
し
い
商
品
の
購
入
や
食
べ
物

の
無
駄
を
な
く
す
方
法
、マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
な
ど
、で

き
る
こ
と
か
ら
考
え
、行
動
し
ま
し
ょ
う
。

《
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》

ガ
ソ
リ
ン
の
取
り
扱
い
に
注
意

　

地
域
行
事
や
農
作
業
な
ど
で
ガ
ソ
リ
ン
を
使
う
と
き

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
保
管
】

❖
保
管
は
必
要
最
小
限
の
量
に
す
る
❖
火
気
や
高
温

に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
十
分
離
す
❖
金
属
製
容
器
に
入
れ
、

直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
風
通
し
の
良
い
場
所
で
保
管

す
る

【
取
り
扱
い
】

❖
周
囲
に
火
気
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
❖
給
油
時
は

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
❖
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
る
と
き
は
圧

力
調
整
弁
で
圧
力
を
抜
く
❖
こ
ぼ
れ
た
り
、漏
れ
た
り

し
な
い
よ
う
注
意
す
る

《
消
防
本
部
》

海
の
も
し
も
は「
１
１
８
番
」

　

暖
か
く
な
る
と
、海
や
川
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
水
の
事
故
が
後

を
絶
た
ず
、京
都
府
の
海
で
も
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
中
の

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
、

ボ
ー
ト
な
ど
で
遊
ぶ
と
き
は
、❖
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
着
用
❖
気
象
・
海
象
の
確
認
❖
機
関
の
点
検
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
事
故
が
発
生
し
た
と
き
や
事
故
を
目
撃

し
た
と
き
は「
迷
わ
ず
・
素
早
く『
１
１
８
番
』」へ
。

問
舞
鶴
海
上
保
安
部（
☎
76
・
４
１
２
０
）

市の広報番組

Wind of Maizuru 毎週木曜日、12:40 〜
12:50。舞鶴のイベント情報などを紹介。

お役立ち情報やイベント情報などを広報番組「パブ
リックラインまいづる」などでお知らせしています。

　

子
育
て

　

そ
の
他

【
有
料
広
告
】
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※●印は救急診療関連情報　●印は就職関連情報　●印は弁護士法律相談情報

日 月 火 水 木 金 土

●休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）の受診は、できる限り昼間
の時間帯にお願いします。また、軽症などの緊急を要しない症状の場合は、
できる限り平日の診療時間内に「かかりつけ医」での受診をお願いします。

●舞鶴市休日急病診療所の一次救急診療（内科）の受診は、９時～12 時（受
け付けは 11時 30 分まで）と13 時～17 時（受け付けは 16 時 30 分まで）。
舞鶴医療センター敷地内。

●休日の小児科一次診療の受け付けは、17 時 30 分まで。

 

休
日
・
急
病
診
療
、   

法
律
相
談
、 

就
労
相
談
、
人
権
相
談
な
ど

5
May

▪定例教育委員会…教育総務課（☎66・1070）    
▪療育相談…生活支援センターみずなぎ（☎64・3766）　
▪聞こえの相談…聴言センター（☎64・3911、ＦＡＸ64・3912)  

《カレンダーの問い合わせ先》 
▪司法書士・行政書士・弁護士市民法律相談・土地家屋調査士相談・困りごと相談所…市民課（☎66・1006）
▪高齢者・障害者権利擁護相談…高齢者支援課（☎66・1012） 
▪女性面接相談…人権啓発推進室(☎66・1022）　
▪人権相談・特設人権相談…法務局舞鶴支局（☎76・0858） 
▪ひきこもり支援巡回相談…生活支援相談センター（☎66・5001） 
▪看護職就業相談会…府北部看護職支援センター（☎0772・46・9002）  

※ 400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

献血の日程
日 受付時間 会場

26日㈯   9:30 ～ 12:00 志摩機械㈱

27日㈰ 9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 15:30 田辺城まつり

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急診療

☎ 63・4970

●救急・急病診療 
8:30 から

●小児科一次診療
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510
舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急診療

☎ 63・4970

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急診療

☎ 63・4970

●救急・急病診療 
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

●看護職就業相談
13:30 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

●マザーズジョブ 
カフェ巡回相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

定例教育委員会
14:00 から 
市役所別館

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）　 

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00

　法務局舞鶴支局

司法書士法律相談
13:30 ～ 16:30
市役所本館 
※申し込み優先 
　定員 12 人

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

女性面接相談 
11:00 ～ 14:10 
フレアス舞鶴 
※申し込みが必要

高齢者・障害者権利
擁護相談（財産管理・
遺産相続・遺言など）
13:00 から 
市役所別館
※申し込みが必要

特設人権相談所
9:00 ～ 12:00 
南公民館

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

聞こえの相談 
13:00 ～ 16:00
聴言センター

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●救急・急病診療 
開業医の診療終了後
舞鶴医療センター　
☎ 62・2680

●救急・急病診療 
開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●弁護士市民法律相談  
13:00 から 
市役所本館 
※5/16、8:30～　
　12:00に申し込み。
　定員 11 人（抽選）。

看護職就業相談会
13:30 ～ 15:00

　ハローワーク舞鶴

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

●救急・急病診療 
開業医の診療終了後 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

ひきこもり支援巡回相談 
10:00 ～ 15:00
市役所本館 
※申し込みが必要

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

行政書士相談 
10:00 ～ 13:00
市役所本館

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00

　ジョブ・サポ

（納期：５月31日㈭
…税務課 ( ☎ 66・1025)

❖軽自動車税 （全期） 

納付のお知らせ

休日・土曜日の水道修理

当番会社
㈱マイベイ（☎ 63・7557）

17時以降は、
　市役所（☎62・2300）か
　西支所（☎75・2250）へ。

●各種就業相談 
ジョブ・サポ 
まいづる 
☎ 63・0810 

【舞鶴企業・就職応援ネットも公開中】

【申し込み日に
注意】
●弁護士法律相
談の申し込み
日は決まって
います。

困りごと相談所
　10:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 15:00
　西駅交流センター

ごみ・し尿の収集

日
収集ごみ 粗大ごみの戸別

収集申込受付
※ 1

し尿の収集
ごみの持ち込み※ 2

可燃 不燃 清掃事務所 リサイクルプラザ

   １日㈫ ○ ○ ○ ○ ○ ○
   ２日㈬ ○ ○ ○ ○ ○ ○
   ３日㈭ 休 ○ 休 休 ○ ○
   ４日㈮ 休 ○ 休 休 ○ ○
　５日㈯ 休 休 休 休 ○ ○※３

   ６日㈰ 休 休 休 休 ○ ○※３

※ 1
※ 2
※ 3

受付時間は平日の８時 30 分～ 16 時 30 分。専用電話（64・5953）へ。
持ち込み時間は８時 30 分～ 16 時。
土・日曜日のリサイクルプラザへの持ち込みは、事前に予約が必要。
予約は平日の８時 30 分～ 16 時 30 分に同プラザ（☎ 64・7222）へ。

困りごと相談所
　10:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 15:00
　赤れんが２号棟

土地家屋調査士相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

●休日に開局している処方せん対応薬局
　開局時間９時～ 17 時
 ❖４日㈷…まいづる薬局本店
　　　　　 （桃山町、☎ 66・3311）
 ❖ 13 日㈰…フラワー薬局舞鶴店
　　　　　　（浜、☎ 65・2277）

●救急・急病診療 
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

●救急・急病診療 
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急診療

☎ 63・4970

●救急・急病診療 
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

●土曜日午後診診療所（小児科、内科系）
 ❖小児科…西村医院（浜、☎ 63・5456）
　　　　　 14 時～ 16 時、 17 時～ 18 時 30 分
 ❖内科系…浮島岸本診療所
　　　　 　（溝尻、☎ 63・1235）13 時～ 15 時
　　　　　 肥後内科医院
　　　　 　（浜、☎ 62・0359）
　　　　　 17 時～ 18 時 30 分
　　　　　 鳥井医院（倉谷、 ☎ 75・3111）
　　　　　 16 時 30 分～ 18 時 30 分
 ※臨時休診の場合あり。事前にお問い合せを。

ひきこもり支援巡回相談
　10:00 ～ 15:00
　西総合会館
　※申し込みが必要●福祉のお仕事

　出張相談
　13:00 ～ 16:00
　ジョブ・サポ



舞鶴の花は「つつじ」

かえるポイントでおもちゃと引き換え

ゆうさいくんも参加

【日時】５月４日㈷９時30分から
【場所】東舞鶴公園
【内容】宇宙戦隊キュウレンジャーのシシレッドとの握手・撮影会
やキャプテンスライダー（すべり台）、書道パフォーマンス、フェ
イスペイントなど。少年野球やソフトテニス、サッカーの大会も

【問い合わせ先】舞鶴つつじまつり協賛会の小塚さん（☎
090・2119・9537）

【日時】６月３日㈰13時30
分～15時30分（おもちゃの
査定は12時45分から）

【場所】総合文化会館
【内容】持ち寄ったおもちゃ
の交換など

【その他】不要になったおも
ちゃを募集。家で眠ってい
るおもちゃがあれば５月31
日㈭までにまいづる環境市
民会議事務局へ。

【問い合わせ先】同事務局（生活環境課内、☎66・1005）

▪前夜祭
【日時】５月26日㈯18
時～20時

【場所】舞鶴公園
【内容】幽斎歌舞伎や講
談など
▪当日

【日時】５月27日㈰９時
～16時

【場所】舞鶴公園と西市
街地一帯

【内容】鎧武者御城下大
行列や古今伝授、芸屋
台、こども歌舞伎など

【問い合わせ先】実行委員
会事務局（舞鶴商工振
興会内、☎75・0933）

舞鶴つつじまつり

おもちゃ交換会「かえっこバザール」
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こどもの日は引き揚げ体験

【日時】５月５日㈷10時～15時
【内容】抑留体験（丸太切り・丸太運びなど）や当時の
食体験、クイズラリー、引き揚げの紙芝居など

【問い合わせ先】引揚記念館（☎68・0836）

引揚記念館こどもの日イベント

まいづる細川幽斎　田辺城まつり


